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１．調査概要 

 

(1) 調査の目的 

本調査は、「平成 26 年度厚生労働省委託事業 危険有害業務に従事する家内労働

者の実態把握調査」（以下、「本事業」という）において、家内労働者の災害発生の

防止のため、危険有害業務に係る家内労働の作業環境、災害事例等についての実態

把握を行った上で、その現状、問題点および課題を把握することを目的として行っ

た。 

 

(2) 調査の種類および内容 

① 事業主団体や委託者に対する訪問調査 

事業主団体および委託者から危険有害業務の実態について聴き取りを行う訪問

調査を実施した。 

 

ⅰ．実施時期 

平成 26 年 7 月～9月 

 

ⅱ．調査対象 

 訪問調査の対象とした事業主団体・委託者の地域・都府県、業種および委託

する危険有害業務の種類は、表 1のとおりである。 

 訪問調査先の選定は、以下の基準に沿って行った。 

 東北、関東甲信越、東海北陸および近畿の各ブロックより 1都道府県以上、

合計 8都道府県を選定 

 各県とも事業主団体と委託者合わせて 4者以上、合計 34者への訪問調査を

実施 

 厚生労働省「家内労働概況調査」を基に、危険有害業務に従事する家内労

働従事者数の多い都道府県、各都道府県において従事者数の多い危険有害

業務を選定 

 幅広い業務・業種について実態を調査するため、業務・業種の重複ができ

るだけないよう選定 

 昨年度事業で調査した都道府県、業務・業種の組み合わせとの重複を避け

るよう選定 

 なお、事業主団体は、家内労働法による安全衛生措置の義務は課されていな

いが、これまで、傘下の委託者・家内労働者に対する災害防止に関する指導

や情報提供の実施等、家内労働による災害防止のための取組みが実施されて

いる例もあるため、調査対象に含めた。 
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表 1 訪問調査の対象 

地域 都府県 業 種 
委託する 

危険有害業務の種類 

東北 秋田県 
木材・木製品製造業 

電子部品・デバイス製造業 

有機溶剤使用作業、 

動力機械使用作業 等 

関東 

甲信越 

埼玉県 皮革製品製造業(革靴) 
有機溶剤使用作業、 

動力機械使用作業 等 

東京都 
金属製品製造業 

プラスチック製品製造業 
プレス機等使用作業 

新潟県 
繊維工業(絹･人絹織物) 

金属製品製造業(作業工具) 

動力機械使用作業、 

粉じん発散作業 

東海 

北陸 
愛知県 

その他製造業 

繊維工業(毛織物) 

プレス機等使用作業、 

動力機械使用作業 

近畿 

滋賀県 

精密機械器具製造業 

皮革製品製造業(袋物) 

ゴム製品製造業 

はん用内燃機関製造業 

有機溶剤使用作業、 

プレス機等使用作業 等 

京都府 繊維工業(絹･人絹･毛織物) 動力機械使用作業 

兵庫県 かばん製造業 
動力機械使用作業、 

プレス機等使用作業 

 

ⅲ．調査事項 

訪問調査の調査事項は、以下のとおりである。 

 事業主団体/委託者に関する基本情報 

－会員数/従業員数 

－会員の主な業種/事業内容 

－委託する家内労働者数、家内労働者の種類など 

 家内労働法で定める事項の遵守について（委託者のみ） 

－家内労働手帳の交付の有無 

－家内労働者の就業時間の把握 

－工賃の支払場所 

－委託状況届の提出の有無 

 家内労働者に対する安全衛生への取組 

－家内労働者に委託する危険有害業務の種類 

－事業主団体や委託者が実施/実施を予定する安全衛生対策 

－過去のヒヤリハットおよび災害事例 

－家内労働者の安全衛生対策上の問題点 
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 今後の安全衛生対策 

－行政等、委託者、家内労働者に各々期待すること 

 労災保険の特別加入状況 

－加入の有無 

－委託者等による保険料補助の有無 

 

ⅳ．調査実施者 

東京海上日動リスクコンサルティング株式会社 

（東京都千代田区丸の内 1-2-1、本事業の実施事務局） 

 

② 危険有害業務に従事する家内労働者に対するヒアリング調査 

家内労働者から、個別に、危険有害業務の実態についての聴き取りおよび健康

相談を行う、ヒアリング調査を実施した。 

 

ⅰ．実施時期 

平成 26 年 10 月～12 月 

 

ⅱ．調査の対象 

 ヒアリング調査の対象とした家内労働者の地域・都府県、業種および従事す

る危険有害業務の種類は、訪問調査の対象と同一である。 

 調査実施数は、各県 5人以上、合計 80人とした。 

 家内労働者へのヒアリング調査にあたっては、事業主団体・委託者への訪問

調査によって得た知見・現状認識と有機的に結び付けることが調査の効果・

効率を向上させると考え、原則として、訪問調査を行った委託者が委託する

家内労働者に対して行った。 

 

ⅲ．調査事項 

ヒアリング調査の調査事項は、以下のとおりである。 

 家内労働者に関する基本情報 

－氏名/年齢/性別 

－家内労働法の遵守事項について 

 家内労働者の安全衛生への取組 

－危険有害業務の種類 

－委託者からの機械、器具、原材料等の譲渡、貸与、提供の有無 

－委託者による家内労働者の安全衛生措置の有無の認識 

－家内労働者が、現在実施/実施を検討する安全衛生対策 
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－過去のヒヤリハットおよび災害事例 

－家内労働者の安全衛生対策上の問題点 

 今後の安全衛生対策 

 労災保険の特別加入状況 

－加入の有無 

－委託者等による保険料補助の有無 

 健康相談について 

－業務に関する健康上の悩み、その他健康管理全般についての問題点等

の確認 

 

Ⅳ．調査実施者 

 ヒアリング調査は、医学的知見を有する労働衛生コンサルタントおよび東京

海上日動リスクコンサルティング株式会社が行った。 

 各都府県で調査を行った労働衛生コンサルタントは、表 2 のとおりである。 

 

表 2 各都府県で調査を行った労働衛生コンサルタント 

都府県 労働衛生コンサルタント 区分 

秋田県 
斉藤産業衛生事務所 

 斉藤 元一 氏 
衛生 

埼玉県 
(一社)日本労働安全衛生コンサルタント会 顧問 

 後藤 博俊 氏 

石田労務行政コンサルティング事務所 

 石田 亨 氏 

衛生 
東京都 

新潟県 
(一財)上越環境科学センター 理事 センター長 

 田村 三樹夫 氏 
安全/衛生 

愛知県 
石田労働安全衛生コンサルタント事務所 

 石田 修 氏 
安全/衛生 

滋賀県 
伊香労働安全衛生コンサルタント事務所 

 伊香 實次 氏 
安全/衛生 

京都府 

兵庫県 
近大姫路大学 看護学部 看護学科 准教授 

 藤井 智恵子 氏 
衛生 

 

(4) 調査結果まとめ 

 訪問調査結果をまとめたものを、5ページに示す。 

 ヒアリング調査結果をまとめたものを、6～11 ページに示す。 
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･
過

去
、

事
故

は
聞

い
て

い
な

い
･
口

頭
で

の
注

意
喚

起
、

道
具

立
て

･
冶

工
具

の
 
提

供
･
設

定
方

法
指

導
、

小
さ

い
子

供
の

有
無

 
確

認

地 域
都
道
府
県

業
種

機
械

へ
の

挟
ま

れ
、

巻
き

込
ま

れ
･
団

体
に

よ
る

周
知

･
情

報
提

供
の

継
続

訪
問
調
査
先

危
険
有
害
業
務
の
内
容

事
故
発
生
有
無
/
安
全
衛
生
に
関
す
る
取
組
み

今
後
あ
る
と
望
ま
し
い
対
策

想
定
リ
ス
ク

○
す
べ
て
の
都
府
県
に
お
い
て
訪
問
調
査
を
実
施
し
た
。
（

8事
業
主
団
体
、

26
委
託
者
）

秋
田
県
：

2団
体
・

3委
託
者
、
埼
玉
県
：

4委
託
者
、
東
京
都
：

4委
託
者
、
新
潟
県
：

1団
体
・

3委
託
者
、
愛
知
県
：

3団
体
・
2委

託
者
、
滋
賀
県
：

4委
託
者
、
京
都
府
：

1団
体
・

3委
託
者
、
兵
庫
県
：

1団
体
・

3委
託
者

○
調
査
し
た
危
険
有
害
業
務
の
中
で
も
、
危
険
性
・
有
害
性
の
度
合
い
に
開
き
が
あ
っ
た
。
危
険
性
・
有
害
性
が
比
較
的
高
い
と
考
え
ら
れ
る
作
業
と
し
て
は
、
旋
盤
・
ボ
ー
ル
盤
等
に
よ
る
加
工
（
滋
賀
・
は
ん
用
内
燃

機
関
製
造
）
や
有
機
溶
剤
を
使
用
し
た
皮
革
の
接
着
（
埼
玉
・
革
靴
製
造
）
な
ど
、
危
険
性
・
有
害
性
が
比
較
的
低
い
と
考
え
ら
れ
る
作
業
と
し
て
は
、
動
力
ミ
シ
ン
に
よ
る
革
・
布
の
縫
製
（
埼
玉
・
革
靴
製
造
、

兵
庫
・
か
ば
ん
製
造
等
）
や
力
織
機
に
よ
る
織
布
（
新
潟
・
絹
織
物
、
京
都
・
絹
織
物
等
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

○
同
一
作
業
で
あ
っ
て
も
、
内
職
よ
り
専
業
の
方
が
相
対
的
に
危
険
性
・
有
害
性
が
高
く
な
る
。

○
調
査
先
に
お
い
て
は
、
火
傷
や
か
ぶ
れ
、
切
り
傷
等
の
軽
度
の
事
故
は
あ
れ
ど
、
大
き
な
事
故
は
発
生
し
て
い
な
い
。
安
全
衛
生
に
関
す
る
取
組
み
と
し
て
は
、
口
頭
に
よ
る
注
意
喚
起
の
例
が
最
も
多
い
。

委
託
者
と
家
内
労
働
者
と
の
関
係
性
や
委
託
者
の
規
模
に
よ
り
、
取
組
み
の
度
合
い
に
差
が
見
ら
れ
た
。

○
今
後
あ
る
と
望
ま
し
い
安
全
衛
生
対
策
と
し
て
は
、
委
託
者
に
よ
る
継
続
的
注
意
喚
起
、
行
政
等
に
よ
る
設
備
導
入
・
健
診
受
診
へ
の
金
銭
的
支
援
、
情
報
提
供
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。

訪
問
調
査
の
実
施
状
況

（
ま
と
め
）
事
業
主
団
体
・
委
託
者
に
対
す
る
訪
問
調
査

実
施
結
果
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地 域
都
府
県

業
種

危
険
有
害
業
務
の
内
容

ヒ
ア
リ
ン
グ

実
施
数

家
内
労
働
者

の
種
別

ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果

災
害
発
生
リ
ス
ク

課
題
･
考
え
ら
れ
る
対
策
等

木
材

・
木

製
品

製
造

業

・
丸

の
こ

を
用

い
た

樺
(
桜

皮
)
の

裁
断

・
研

磨
機

を
用

い
た

樺
削

り
・

サ
ン

ダ
ー

を
用

い
た

仕
上

げ
研

磨
・

有
機

溶
剤

を
用

い
た

接
着

・
コ

テ
に

よ
る

桜
皮

の
張

り
つ

け

専
業

【
危

険
有

害
性

の
認

識
】

・
機

械
作

業
の

危
険

性
な

ど
認

識
し

て
い

る
【

家
内

労
働

法
の

遵
守

状
況

】
・

桜
皮

の
機

械
加

工
時

、
防

じ
ん

マ
ス

ク
を

使
用

し
て

い
な

　
い

（
使

い
捨

て
マ

ス
ク

を
使

用
）

・
丸

の
こ

の
刃

部
に

、
覆

い
を

取
り

付
け

て
い

な
い

《
努

力
　

義
務

》
【

ヒ
ヤ

リ
ハ

ッ
ト

お
よ

び
過

去
の

災
害

事
例

】
・

丸
の

こ
で

指
を

切
っ

た
・

腰
、

膝
痛

が
あ

る
・

こ
て

に
よ

る
や

け
ど

を
負

っ
た

こ
と

が
あ

る
【

労
災

保
険

特
別

加
入

】
・

未
加

入

【
作

業
自

体
に

潜
在

す
る

リ
ス

ク
】

・
機

械
に

よ
る

手
指

の
切

断
や

、
挟

ま
れ

・
巻

き
込

ま
れ

、
切

　
れ

・
こ

す
れ

等
の

災
害

が
発

生
す

る
可

能
性

が
あ

る
。

・
研

磨
作

業
等

で
発

生
し

た
木

材
粉

じ
ん

を
吸

入
し

、
呼

吸
機

能
　

の
低

下
、

肺
疾

患
、

喘
息

、
鼻

腔
が

ん
等

を
引

き
起

こ
す

お
そ

　
れ

が
あ

る
。

・
長

時
間

の
立

ち
作

業
、

胡
坐

で
の

作
業

の
継

続
に

よ
り

、
腰

痛
　

や
膝

痛
、

痔
等

が
発

生
/
悪

化
す

る
可

能
性

が
あ

る
。

【
作

業
環

境
に

潜
在

す
る

リ
ス

ク
】

・
座

り
作

業
を

行
う

部
屋

と
機

械
作

業
部

屋
と

の
間

に
段

差
が

あ
　

り
、

転
倒

の
リ

ス
ク

が
あ

る
。

・
加

工
機

械
の

ほ
か

、
木

材
・

加
工

の
た

め
の

資
材

が
所

狭
し

と
　

配
置

さ
れ

、
足

下
に

電
源

コ
ー

ド
や

箱
等

の
資

材
が

置
か

れ
て

　
お

り
、

躓
き

や
転

倒
の

リ
ス

ク
が

あ
る

。

・
丸

の
こ

の
刃

部
に

保
護

カ
バ

ー
を

設
置

　
す

る
こ

と
、

定
期

的
に

じ
ん

肺
健

康
診

　
断

を
受

診
す

る
こ

と
、

機
械

作
業

時
に

　
防

じ
ん

マ
ス

ク
を

着
用

す
る

こ
と

等
の

　
対

策
が

考
え

ら
れ

る
。

・
対

策
実

施
に

あ
た

っ
て

は
、

家
内

労
働

　
者

の
自

主
的

な
取

組
み

の
ほ

か
、

角
館

　
工

芸
協

同
組

合
や

地
方

公
共

団
体

に
よ

　
る

、
健

康
診

断
受

診
費

用
、

防
じ

ん
マ

　
ス

ク
購

入
費

用
の

助
成

等
も

期
待

さ
れ

　
る

と
こ

ろ
で

あ
る

。

電
子

部
品

・
デ

バ
イ

ス
製

造
業

・
は

ん
だ

付
け

(
鉛

ﾌ
ﾘ
ｰ
は

ん
だ

使
用

)
・

巻
線

機
を

用
い

た
巻

き
線

内
職

【
危

険
有

害
性

の
認

識
】

・
作

業
の

危
険

有
害

性
を

認
識

し
て

い
る

【
家

内
労

働
法

の
遵

守
状

況
】

・
委

託
者

よ
り

交
付

さ
れ

た
注

意
事

項
の

書
面

を
、

作
業

場
　

に
掲

示
し

て
い

な
い

（
仕

様
書

と
一

緒
に

挿
ん

で
置

い
て

　
い

る
）

【
ヒ

ヤ
リ

ハ
ッ

ト
お

よ
び

過
去

の
災

害
事

例
】

・
は

ん
だ

槽
で

手
を

や
け

ど
し

た
こ

と
が

あ
る

。
そ

の
後

　
は

、
手

鈎
や

革
製

の
手

袋
を

用
い

、
機

械
の

縁
に

直
接

触
　

れ
な

い
よ

う
に

し
て

い
る

【
労

災
保

険
特

別
加

入
】

・
未

加
入

（
従

事
作

業
は

特
別

加
入

対
象

外
）

【
作

業
自

体
に

潜
在

す
る

リ
ス

ク
】

・
巻

線
機

は
回

転
部

を
有

す
る

た
め

、
挟

ま
れ

・
巻

き
込

ま
れ

等
　

の
危

険
性

が
あ

る
。

・
は

ん
だ

付
け

作
業

で
発

生
す

る
ヒ

ュ
ー

ム
を

長
期

間
吸

入
し

た
　

場
合

、
は

ん
だ

に
含

ま
れ

て
い

る
金

属
類

や
フ

ラ
ッ

ク
ス

の
成

　
分

に
よ

っ
て

は
、

じ
ん

肺
、

急
性

中
毒

、
喘

息
発

作
等

が
発

生
　

す
る

お
そ

　
れ

が
あ

る
。

卓
上

扇
風

機
で

煙
を

飛
ば

し
て

い
る

　
と

の
こ

と
だ

が
、

う
ま

く
換

気
で

き
な

い
場

合
は

、
金

属
蒸

気
　

等
を

拡
散

す
る

結
果

と
な

っ
て

し
ま

う
お

そ
れ

も
あ

る
。

・
は

ん
だ

付
け

作
業

時
、

溶
融

金
属

や
フ

ラ
ッ

ク
ス

の
飛

沫
が

顔
　

面
、

眼
に

飛
び

込
む

可
能

性
が

あ
　

る
。

【
作

業
環

境
に

潜
在

す
る

リ
ス

ク
】

・
自

宅
の

離
れ

に
あ

る
専

用
の

作
業

部
屋

で
作

業
し

て
い

る
こ

と
　

か
ら

、
同

居
家

族
へ

の
影

響
は

相
当

程
度

軽
減

さ
れ

て
い

る
と

　
言

え
る

。

・
は

ん
だ

付
け

作
業

に
関

し
、

鉛
フ

リ
ー

　
は

ん
だ

に
使

用
さ

れ
て

い
る

金
属

類
お

　
よ

び
フ

ラ
ッ

ク
ス

の
成

分
の

有
害

性
を

　
S
D
S
（

安
全

デ
ー

タ
シ

ー
ト

）
等

で
確

　
認

し
、

換
気

装
置

等
の

必
要

な
対

策
を

　
講

じ
る

こ
と

、
国

家
検

定
に

合
格

し
　

た
、

取
り

替
え

式
の

防
じ

ん
マ

ス
ク

ま
　

た
は

使
い

捨
て

式
の

防
じ

ん
マ

ス
ク

を
　

使
用

す
る

こ
と

、
保

護
眼

鏡
を

着
用

す
　

る
こ

と
、

定
期

的
に

、
は

ん
だ

の
有

害
　

成
分

に
対

し
て

特
殊

健
康

診
断

を
受

診
　

す
る

こ
と

等
の

対
策

が
考

え
ら

れ
る

。
・

委
託

者
も

家
内

労
働

者
の

安
全

衛
生

に
　

は
関

心
が

あ
る

様
子

で
あ

っ
た

た
め

、
　

対
策

実
施

に
あ

た
っ

て
は

、
マ

ス
ク

購
　

入
や

健
診

受
診

の
費

用
補

助
な

ど
、

委
　

託
者

に
よ

る
援

助
も

期
待

さ
れ

る
と

こ
　

ろ
で

あ
る

。

東 北
秋

田
県

6
人

（
ま
と
め
）
家
内
労
働
者
に
対
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

実
施
結
果

○
す
べ
て
の
都
府
県
に
お
い
て
、
家
内
労
働
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
た
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
実
施
数
は
、
合
計

80
人
で
あ
る
。

○
専
業
的
家
内
労
働
者
で
は
概
ね
、
作
業
の
危
険
有
害
性
を
認
識
し
て
い
る
が
、
内
職
的
家
内
労
働
者
で
は
、
作
業
の
危
険
有
害
性
の
認
識
が
薄
い
者
も
見
ら
れ
た
。

機
械
作
業
の
危
険
性
は
概
ね
認
識
さ
れ
て
い
る
が
、
化
学
物
質
の
有
害
性
が
認
識
さ
れ
て
い
な
い
場
合
が
あ
る
。

特
に
危
険
な
作
業
と
感
じ
ら
れ
て
い
な
い
場
合
で
は
、
実
際
に
そ
れ
ほ
ど
危
険
な
作
業
で
な
い
も
の
も
多
い
。

○
家
内
労
働
法
の
遵
守
状
況
と
し
て
は
、
保
護
具
の
使
用
、
委
託
者
か
ら
交
付
さ
れ
た
注
意
事
項
書
面
の
作
業
場
へ
の
掲
示
、
有
機
溶
剤
容
器
へ
の
有
機
溶
剤
の
名
称
・
取
扱
い
上
の
注
意
事
項
表
示
、
有
機
溶
剤
の
火
気
接
近
禁
止
の
違
反
が
見
ら
れ
た
。

努
力
義
務
で
は
、
プ
レ
ス
機
械
等
へ
の
安
全
装
置
の
取
付
け
、
機
械
・
器
具
へ
の
防
護
措
置
、
有
機
溶
剤
作
業
や
粉
じ
ん
作
業
に
お
け
る
全
体
換
気
装
置
、
局
所
排
気
装
置
等
の
設
置
の
不
遵
守
が
見
ら
れ
た
。

○
過
去
の
災
害
事
例
で
は
、
手
指
の
切
断
・
切
傷
（
秋
田
県
、
東
京
都
、
兵
庫
県
）
や
変
形
（
兵
庫
県
）
、
骨
折
（
新
潟
県
）
の
ほ
か
、
騒
音
性
難
聴
、
腰
痛
、
膝
痛
、
肩
こ
り
、
火
傷
な
ど
の
例
が
聞
か
れ
た
。

作
業
起
因
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
高
血
圧
、
喘
息
、
鼻
づ
ま
り
、
肺
気
腫
・
肺
炎
、
視
力
低
下
の
症
状
が
あ
る
者
も
い
た
。

○
労
災
保
険
の
特
別
加
入
に
つ
い
て
は
、
滋
賀
県
の
金
属
加
工
従
事
者
以
外
は
未
加
入
で
あ
っ
た
（
埼
玉
県
の
革
靴
製
造
、
新
潟
県
の
織
物
業
で
は
過
去
に
加
入
）
。
未
加
入
の
理
由
は
、
制
度
の
存
在
を
知
ら
な
い
た
め
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。

○
作
業
自
体
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
は
、
全
体
的
に
、
専
業
的
家
内
労
働
の
方
が
使
用
し
て
い
る
機
械
の
台
数
や
作
業
時
間
も
多
く
、
内
職
的
家
内
労
働
よ
り
も
、
危
険
有
害
性
が
高
い
傾
向
に
あ
る
。

○
全
体
的
に
、
専
業
的
家
内
労
働
の
方
が
作
業
場
が
広
い
傾
向
は
あ
る
が
、
そ
の
分
機
械
・
器
具
を
多
く
所
有
し
て
い
る
た
め
、
作
業
環
境
の
リ
ス
ク
に
大
き
な
違
い
は
な
い
。

○
専
業
的
家
内
労
働
者
は
、
自
ら
技
能
を
持
ち
独
立
し
て
い
る
と
い
う
意
識
が
強
く
、
自
営
業
者
意
識
を
も
つ
者
が
多
い
。
内
職
的
家
内
労
働
者
は
、
委
託
者
に
対
し
よ
り
受
身
的
で
あ
る
。

こ
の
た
め
安
全
衛
生
に
関
し
て
も
、
専
業
的
家
内
労
働
者
は
自
己
責
任
意
識
が
強
い
。

概
況
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地 域
都
府
県

業
種

危
険
有
害
業
務
の
内
容

ヒ
ア
リ
ン
グ

実
施
数

家
内
労
働
者

の
種
別

ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果

災
害
発
生
リ
ス
ク

課
題
･
考
え
ら
れ
る
対
策
等

埼
玉

県
皮

革
製

品
製

造
業

(
革

靴
)

・
有

機
溶

剤
を

用
い

た
接

着
9
人

内
職

【
危

険
有

害
性

の
認

識
】

・
有

機
溶

剤
の

有
害

性
を

認
識

し
て

い
る

者
と

、
あ

ま
り

認
　

識
し

て
い

な
い

者
が

い
る

【
家

内
労

働
法

の
遵

守
状

況
】

・
防

毒
マ

ス
ク

を
使

用
し

て
い

な
い

・
手

袋
を

使
用

し
て

い
な

い
・

引
火

性
物

品
の

近
く

で
火

気
を

使
用

し
て

い
る

・
委

託
者

か
ら

交
付

さ
れ

た
注

意
事

項
の

書
面

を
、

作
業

場
　

に
掲

示
し

て
い

な
い

・
全

体
換

気
装

置
(
換

気
扇

)
、

局
所

排
気

装
置

等
を

設
置

し
　

て
い

な
い

者
も

い
る

《
努

力
義

務
》

【
ヒ

ヤ
リ

ハ
ッ

ト
お

よ
び

過
去

の
災

害
事

例
】

・
腰

痛
が

多
少

あ
る

者
、

足
腰

に
痛

み
が

あ
る

者
も

い
る

・
作

業
起

因
か

は
不

明
で

あ
る

が
、

高
血

圧
、

喘
息

・
鼻

づ
　

ま
り

が
あ

る
者

も
い

る
【

労
災

保
険

特
別

加
入

】
・

未
加

入
 
(
｢
サ

ン
ダ

ル
工

組
合

｣
に

所
属

し
て

い
た

頃
に

加
　

入
し

て
い

た
者

も
い

る
)

【
作

業
自

体
に

潜
在

す
る

リ
ス

ク
】

・
有

機
溶

剤
を

使
用

す
る

作
業

で
あ

り
、

慢
性

中
毒

を
引

き
起

こ
　

す
お

そ
れ

が
あ

る
（

た
だ

し
、

第
2
種

有
機

溶
剤

で
あ

り
、

使
　

用
量

も
少

な
い

た
め

、
換

気
扇

等
を

適
切

に
使

用
し

て
、

過
度

　
に

体
内

に
取

り
込

む
機

会
を

避
け

れ
ば

、
大

き
な

健
康

障
害

に
　

つ
な

が
る

お
そ

れ
は

少
な

い
と

思
わ

れ
る

）
。

・
長

時
間

の
座

り
作

業
に

よ
り

、
腰

痛
等

に
発

症
す

る
お

そ
れ

が
　

あ
る

。
【

作
業

環
境

に
潜

在
す

る
リ

ス
ク

】
・

冬
場

に
ス

ト
ー

ブ
を

使
用

し
て

お
り

、
ま

た
作

業
場

で
喫

煙
し

　
て

い
る

者
も

お
り

、
有

機
溶

剤
の

蒸
気

に
引

火
し

、
爆

発
・

火
　

災
が

発
生

す
る

お
そ

れ
が

あ
る

。
作

業
場

に
消

火
器

を
備

え
て

　
い

る
者

も
い

る
が

、
使

用
期

限
を

過
ぎ

て
い

て
使

え
な

い
お

そ
　

れ
が

あ
る

。
・

換
気

扇
を

設
置

/
使

用
し

て
い

な
い

者
も

お
り

、
換

気
が

十
分

　
に

な
さ

れ
な

い
お

そ
れ

が
あ

る
。

・
作

業
場

が
狭

く
整

理
・

整
頓

が
行

き
届

い
て

い
な

い
者

も
お

　
り

、
躓

い
て

転
倒

し
、

思
わ

ぬ
ケ

ガ
を

負
っ

た
り

、
有

機
溶

剤
　

の
缶

を
蹴

っ
て

こ
ぼ

す
等

し
て

、
思

わ
ぬ

事
故

が
発

生
す

る
可

　
能

性
が

あ
る

。

・
有

機
溶

剤
の

有
害

性
を

あ
ま

り
認

識
し

　
て

い
な

い
者

、
安

全
衛

生
意

識
が

高
く

　
な

い
者

も
い

る
。

・
防

毒
マ

ス
ク

を
使

用
す

る
こ

と
、

全
体

　
換

気
装

置
ま

た
は

局
所

排
気

装
置

を
設

　
置

す
る

こ
と

等
の

対
策

が
考

え
ら

れ
　

る
。

金
属

製
品

製
造

業
専

業

【
危

険
有

害
性

の
認

識
】

・
作

業
の

危
険

有
害

性
を

認
識

し
て

い
る

【
家

内
労

働
法

の
遵

守
状

況
】

・
研

磨
作

業
に

お
い

て
防

じ
ん

マ
ス

ク
を

使
用

し
て

い
な

い
・

プ
レ

ス
機

械
の

安
全

装
置

を
取

り
外

し
て

い
る

者
が

い
る

　
《

努
力

義
務

》
・

機
械

の
危

険
源

に
覆

い
･
囲

い
を

取
り

付
け

て
い

な
い

者
　

が
い

る
《

努
力

義
務

》
・

研
磨

機
に

局
所

排
気

装
置

(
集

じ
ん

機
)
を

設
置

し
て

い
な

　
い

《
努

力
義

務
》

【
ヒ

ヤ
リ

ハ
ッ

ト
お

よ
び

過
去

の
災

害
事

例
】

・
手

の
指

先
を

切
断

し
た

・
腰

痛
が

あ
る

・
膝

痛
が

あ
る

・
作

業
起

因
か

不
明

で
あ

る
が

、
肺

気
腫

・
肺

炎
を

患
っ

た
　

者
が

い
る

【
労

災
保

険
特

別
加

入
】

・
未

加
入

【
作

業
自

体
に

潜
在

す
る

リ
ス

ク
】

・
プ

レ
ス

機
械

等
に

よ
る

手
指

の
切

断
や

、
挟

ま
れ

・
巻

き
込

ま
　

れ
、

切
れ

・
こ

す
れ

等
の

災
害

が
発

生
す

る
危

険
性

が
あ

る
。

・
研

磨
機

使
用

時
に

金
属

粉
末

を
吸

入
し

、
じ

ん
肺

を
発

症
す

る
　

リ
ス

ク
が

あ
る

（
た

だ
し

使
用

時
間

は
1
回

に
数

分
と

の
こ

と
　

で
、

曝
露

時
間

は
短

い
）

。
・

ろ
う

付
け

作
業

時
に

ヒ
ュ

ー
ム

を
吸

入
し

、
肺

障
害

が
発

生
す

　
る

お
そ

れ
が

あ
る

。
・

ろ
う

付
け

作
業

時
の

有
害

発
熱

光
に

よ
り

、
白

内
障

や
、

網
膜

　
の

熱
損

傷
な

ど
の

障
害

を
引

き
起

こ
す

可
能

性
が

あ
る

。
・

重
量

物
の

運
搬

に
よ

り
腰

痛
が

発
生

し
た

り
、

蹴
る

動
作

の
繰

　
返

し
に

よ
り

膝
痛

が
発

生
す

る
可

能
性

が
あ

る
。

・
重

量
物

を
運

搬
中

に
落

下
さ

せ
、

足
の

指
を

骨
折

す
る

等
の

ケ
　

ガ
を

負
う

お
そ

れ
が

あ
る

。
【

作
業

環
境

に
潜

在
す

る
リ

ス
ク

】
・

作
業

場
が

や
や

雑
然

と
し

て
い

る
者

が
お

り
、

物
を

取
る

際
な

　
ど

に
不

自
然

な
姿

勢
と

な
り

、
腰

を
痛

め
た

り
、

転
倒

し
て

思
　

わ
ぬ

ケ
ガ

を
負

う
可

能
性

が
あ

る
。

・
作

業
の

危
険

有
害

性
を

認
識

し
つ

つ
　

も
、

長
年

の
作

業
で

の
慣

れ
の

た
め

　
か

、
安

全
衛

生
対

策
が

十
分

で
な

い
者

　
が

い
る

。
・

委
託

者
は

、
こ

れ
ま

で
家

内
労

働
者

の
　

安
全

衛
生

に
ほ

と
ん

ど
関

与
し

て
お

ら
　

ず
、

そ
の

よ
う

な
関

係
性

に
な

い
と

思
　

わ
れ

る
こ

と
か

ら
、

対
策

実
施

に
あ

　
た

っ
て

の
役

割
は

あ
ま

り
期

待
で

き
な

　
い

。
・

プ
レ

ス
機

械
の

取
り

外
し

た
安

全
装

置
　

を
設

置
す

る
こ

と
、

防
じ

ん
マ

ス
ク

を
　

使
用

す
る

こ
と

、
研

磨
機

に
局

所
排

気
　

装
置

を
設

置
す

る
こ

と
、

じ
ん

肺
健

康
　

診
断

の
受

診
に

よ
り

受
診

に
よ

り
じ

ん
　

肺
進

行
の

有
無

を
確

認
す

る
こ

と
、

作
　

業
場

を
整

理
整

頓
す

る
こ

と
等

の
対

策
　

が
考

え
ら

れ
る

。

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

製
品

製
造

業
内

職

【
危

険
有

害
性

の
認

識
】

・
特

段
危

険
な

作
業

で
は

な
い

と
考

え
て

い
る

【
家

内
労

働
法

の
遵

守
状

況
】

・
問

題
な

し
【

ヒ
ヤ

リ
ハ

ッ
ト

お
よ

び
過

去
の

災
害

事
例

】
・

な
し

【
労

災
保

険
特

別
加

入
】

・
未

加
入

【
作

業
自

体
に

潜
在

す
る

リ
ス

ク
】

・
挿

入
機

（
ハ

ン
ド

プ
レ

ス
）

の
使

用
を

誤
る

こ
と

に
よ

る
指

挟
　

み
の

お
そ

れ
が

あ
る

。
【

作
業

環
境

に
潜

在
す

る
リ

ス
ク

】
・

特
に

な
し

。

・
家

内
労

働
者

の
認

識
と

現
状

に
は

特
に

　
ギ

ャ
ッ

プ
は

な
く

、
こ

れ
ま

で
通

り
、

　
通

常
の

作
業

を
行

え
れ

ば
、

作
業

に
よ

　
る

リ
ス

ク
は

避
け

ら
れ

る
も

の
と

考
え

　
ら

れ
る

。

・
プ

レ
ス

機
等

を
用

い
た

金
属

/
合

成
　

樹
脂

加
工

・
銀

ろ
う

･
フ

ラ
ッ

ク
ス

等
を

用
い

た
　

ろ
う

付
け

7
人

関 東 甲 信 越

東
京

都
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地 域
都
府
県

業
種

危
険
有
害
業
務
の
内
容

ヒ
ア
リ
ン
グ

実
施
数

家
内
労
働
者

の
種
別

ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果

災
害
発
生
リ
ス
ク

課
題
･
考
え
ら
れ
る
対
策
等

繊
維

工
業

(
絹

･
人

絹
織

物
)

・
動

力
織

機
を

用
い

た
織

布
内

職

【
危

険
有

害
性

の
認

識
】

・
織

機
作

業
の

危
険

性
を

認
識

し
て

い
る

者
と

、
そ

れ
ほ

ど
　

危
険

性
を

感
じ

て
い

な
い

者
が

い
る

【
家

内
労

働
法

の
遵

守
状

況
】

・
騒

音
作

業
に

対
し

、
耳

栓
を

使
用

し
て

い
な

い
・

委
託

者
か

ら
交

付
さ

れ
た

注
意

事
項

の
書

面
を

、
作

業
場

　
に

掲
示

し
て

い
な

い
者

が
い

る
・

織
機

の
回

転
部

の
カ

バ
ー

が
取

り
付

け
ら

れ
て

い
な

い
に

　
も

か
か

わ
ら

ず
、

帽
子

ま
た

は
作

業
服

を
着

用
し

て
い

な
　

い
者

が
い

る
【

ヒ
ヤ

リ
ハ

ッ
ト

お
よ

び
過

去
の

災
害

事
例

】
・

シ
ャ

ト
ル

が
飛

び
出

し
た

こ
と

が
あ

る
・

織
機

に
手

を
挟

み
そ

う
に

な
っ

た
こ

と
が

あ
る

・
難

聴
が

あ
る

者
も

い
る

・
作

業
起

因
か

は
不

明
で

あ
る

が
、

視
力

が
低

下
し

た
者

も
　

い
る

・
腰

痛
が

多
少

あ
る

者
、

足
腰

に
痛

み
が

あ
る

者
も

い
る

【
労

災
保

険
特

別
加

入
】

・
未

加
入

（
以

前
は

加
入

し
て

い
た

者
も

い
る

）

【
作

業
自

体
に

潜
在

す
る

リ
ス

ク
】

・
織

機
の

回
転

部
(
歯

車
、

プ
ー

リ
、

ベ
ル

ト
等

)
に

よ
る

挟
ま

　
れ

・
巻

き
込

ま
れ

、
切

れ
・

こ
す

れ
等

に
よ

る
災

害
が

発
生

す
　

る
可

能
性

が
あ

る
。

・
シ

ャ
ト

ル
ガ

ー
ド

が
設

置
さ

れ
て

い
な

い
者

も
お

り
、

飛
び

出
　

し
た

シ
ャ

ト
ル

に
衝

突
し

、
ケ

ガ
を

負
う

可
能

性
が

あ
る

。
・

耳
栓

を
使

用
せ

ず
、

大
き

な
騒

音
の

中
に

長
時

間
い

る
こ

と
　

で
、

騒
音

性
難

聴
が

発
症

す
る

お
そ

れ
が

あ
る

。
・

長
時

間
の

座
り

作
業

、
同

一
姿

勢
が

継
続

し
た

場
合

、
腰

痛
や

　
膝

の
痛

み
、

眼
精

疲
労

等
が

発
生

す
る

可
能

性
が

あ
る

。
【

作
業

環
境

に
潜

在
す

る
リ

ス
ク

】
・

作
業

場
は

自
宅

の
一

室
で

あ
る

が
、

や
や

手
狭

な
所

も
あ

り
、

　
掃

除
な

ど
の

際
に

不
自

然
な

体
勢

と
な

り
腰

を
痛

め
る

お
そ

れ
　

が
あ

る
。

・
家

族
が

作
業

場
に

立
ち

入
っ

た
場

合
、

織
機

の
回

転
部

に
接

触
　

し
た

り
、

飛
び

出
し

た
シ

ャ
ト

ル
に

衝
突

し
た

り
し

て
思

わ
ぬ

　
ケ

ガ
を

負
う

可
能

性
も

ゼ
ロ

で
は

な
い

。
・

織
機

の
電

源
線

等
か

ら
火

花
が

出
て

、
綿

埃
や

織
機

の
機

械
油

　
な

ど
に

引
火

し
、

火
災

が
発

生
す

る
お

そ
れ

が
あ

る
。

・
織

機
作

業
の

危
険

有
害

性
を

認
識

し
つ

　
つ

も
、

長
年

の
作

業
で

の
慣

れ
も

あ
っ

　
て

か
、

耳
栓

を
使

用
し

て
い

な
い

。
・

今
後

の
対

策
と

し
て

は
、

シ
ャ

ト
ル

　
ガ

ー
ド

や
回

転
部

の
カ

バ
ー

を
設

置
す

　
る

こ
と

、
聴

力
検

査
の

実
施

に
よ

り
騒

　
音

性
難

聴
の

有
無

を
確

認
す

る
こ

と
、

　
織

機
の

電
線

に
被

覆
損

傷
等

の
異

常
が

　
な

い
か

定
期

的
に

点
検

す
る

こ
と

、
綿

　
埃

等
の

掃
除

を
こ

ま
め

に
実

施
す

る
こ

　
と

等
が

考
え

ら
れ

る
。

・
対

策
実

施
に

あ
た

っ
て

は
、

家
内

労
働

　
者

の
自

主
的

な
取

組
み

も
重

要
で

あ
る

　
が

、
委

託
者

に
よ

る
勧

奨
、

指
導

援
助

　
も

期
待

さ
れ

る
。

金
属

製
品

製
造

業
(
作

業
工

具
)

・
研

磨
機

を
用

い
た

工
具

の
研

磨
専

業

【
危

険
有

害
性

の
認

識
】

・
研

磨
作

業
の

危
険

有
害

性
を

認
識

し
て

い
る

【
家

内
労

働
法

の
遵

守
状

況
】

・
防

じ
ん

マ
ス

ク
を

着
用

し
て

い
な

い
・

ベ
ル

ト
サ

ン
ダ

ー
の

ベ
ル

ト
部

に
ガ

ー
ド

を
取

り
付

け
て

　
い

な
い

《
努

力
義

務
》

【
ヒ

ヤ
リ

ハ
ッ

ト
お

よ
び

過
去

の
災

害
事

例
】

・
研

磨
機

の
バ

フ
を

運
搬

中
に

誤
っ

て
落

下
さ

せ
、

足
の

指
　

を
骨

折
し

た
こ

と
が

あ
る

・
研

磨
機

の
回

転
部

で
の

手
・

腕
等

の
こ

す
れ

は
時

々
あ

る
・

研
削

砥
石

が
割

れ
、

破
片

が
飛

散
し

た
こ

と
が

あ
る

・
研

磨
対

象
物

の
固

定
が

抜
け

、
飛

来
し

た
こ

と
が

あ
る

・
腰

痛
が

あ
る

【
労

災
保

険
特

別
加

入
】

・
未

加
入

【
作

業
自

体
に

潜
在

す
る

リ
ス

ク
】

・
研

磨
機

に
よ

る
挟

ま
れ

・
巻

き
込

ま
れ

、
切

れ
・

こ
す

れ
に

よ
　

る
災

害
が

発
生

す
る

危
険

性
が

あ
る

。
・

研
磨

対
象

物
(
工

具
)
が

固
定

不
足

に
よ

り
、

固
定

具
か

ら
外

れ
　

て
飛

散
し

、
体

に
当

た
っ

て
ケ

ガ
を

負
う

お
そ

れ
が

あ
る

。
・

研
磨

機
の

バ
フ

な
ど

重
量

物
を

運
搬

中
に

誤
っ

て
落

下
さ

せ
、

　
足

の
指

等
を

骨
折

す
る

可
能

性
が

あ
る

。
・

集
塵

装
置

は
設

置
･
使

用
し

て
い

る
も

の
の

、
防

じ
ん

マ
ス

ク
　

を
着

用
し

て
お

ら
ず

、
研

磨
で

発
生

す
る

粉
塵

の
長

年
に

わ
た

　
る

吸
入

に
よ

り
、

じ
ん

肺
を

発
症

す
る

お
そ

れ
が

あ
る

。
・

研
磨

に
よ

る
摩

擦
火

花
や

、
作

業
者

の
身

体
に

帯
電

し
た

静
電

　
気

の
放

電
に

よ
り

着
火

し
て

、
集

塵
機

内
で

粉
塵

爆
発

を
起

こ
　

し
た

り
、

火
災

が
発

生
す

る
お

そ
れ

が
あ

る
。

・
長

時
間

の
立

ち
作

業
、

同
一

姿
勢

を
継

続
し

た
場

合
、

腰
痛

や
　

膝
、

腕
の

痛
み

、
眼

精
疲

労
等

が
発

生
す

る
可

能
性

が
あ

る
。

【
作

業
環

境
に

潜
在

す
る

リ
ス

ク
】

・
研

磨
機

の
集

塵
装

置
の

下
部

に
設

置
さ

れ
た

箱
に

粉
塵

が
堆

積
　

し
て

お
り

、
ま

た
周

囲
に

も
飛

散
し

て
お

り
、

集
塵

装
置

の
集

　
塵

能
力

が
十

分
で

な
い

こ
と

も
想

定
さ

れ
る

。

・
研

磨
作

業
の

危
険

性
は

十
分

に
認

識
し

　
つ

つ
も

、
長

年
の

作
業

で
の

慣
れ

も
　

あ
っ

て
か

、
ベ

ル
ト

サ
ン

ダ
ー

の
ベ

ル
　

ト
部

の
カ

バ
ー

が
設

置
さ

れ
て

い
な

　
い

。
・

粉
塵

の
リ

ス
ク

(
じ

ん
肺

、
粉

塵
爆

発
　

等
)
対

策
に

つ
い

て
は

、
そ

こ
ま

で
意

　
識

さ
れ

て
い

な
い

よ
う

に
も

感
じ

取
れ

　
た

。
・

ベ
ル

ト
サ

ン
ダ

ー
の

ベ
ル

ト
部

に
カ

　
バ

ー
を

設
置

す
る

こ
と

、
集

塵
装

置
の

　
集

塵
能

力
を

再
確

認
す

る
こ

と
、

防
塵

　
マ

ス
ク

を
使

用
す

る
こ

と
、

じ
ん

肺
健

　
康

診
断

を
受

診
す

る
こ

と
等

の
対

策
が

　
考

え
ら

れ
る

。
・

対
策

実
施

に
あ

た
っ

て
は

、
家

内
労

働
　

者
自

身
に

よ
る

取
組

み
が

不
可

欠
で

あ
　

る
が

、
家

内
労

働
者

団
体

、
行

政
に

よ
　

る
指

導
援

助
に

よ
り

、
家

内
労

働
者

に
　

よ
る

災
害

防
止

活
動

の
促

進
を

図
る

こ
　

と
が

有
効

と
考

え
る

。

新
潟

県
7
人

関 東 甲 信 越
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地 域
都
府
県

業
種

危
険
有
害
業
務
の
内
容

ヒ
ア
リ
ン
グ

実
施
数

家
内
労
働
者

の
種
別

ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果

災
害
発
生
リ
ス
ク

課
題
･
考
え
ら
れ
る
対
策
等

東 海 北 陸

愛
知

県
繊

維
工

業
(
毛

織
物

)
・

動
力

織
機

を
用

い
た

織
布

1
7
人

専
業

【
危

険
有

害
性

の
認

識
】

・
特

に
危

険
な

作
業

と
は

考
え

て
い

な
い

者
が

多
い

【
家

内
労

働
法

の
遵

守
状

況
】

・
騒

音
作

業
に

対
し

、
耳

栓
を

使
用

し
て

い
な

い
・

織
機

の
危

険
源

に
覆

い
･
囲

い
を

取
り

付
け

て
い

な
い

　
《

努
力

義
務

》
【

ヒ
ヤ

リ
ハ

ッ
ト

お
よ

び
過

去
の

災
害

事
例

】
・

シ
ャ

ト
ル

の
飛

び
出

し
が

過
去

に
あ

っ
た

・
機

械
や

台
車

に
爪

や
指

を
挟

ん
だ

こ
と

が
あ

る
者

が
い

る
・

整
経

で
手

を
巻

き
取

ら
れ

た
こ

と
が

あ
る

者
が

い
る

【
労

災
保

険
特

別
加

入
】

・
未

加
入

【
作

業
自

体
に

潜
在

す
る

リ
ス

ク
】

・
織

機
の

シ
ャ

ト
ル

の
飛

び
出

し
や

、
回

転
部

･
可

動
部

へ
の

接
　

触
に

よ
り

、
ケ

ガ
を

負
う

リ
ス

ク
が

あ
る

。
・

長
時

間
の

立
ち

作
業

に
よ

り
、

腰
痛

等
を

発
症

す
る

リ
ス

ク
が

　
あ

る
。

【
作

業
環

境
に

潜
在

す
る

リ
ス

ク
】

・
作

業
場

は
、

常
に

織
機

に
よ

る
騒

音
が

あ
り

、
難

聴
を

発
症

す
　

る
リ

ス
ク

が
あ

る
。

・
毛

埃
が

多
く

、
織

機
に

も
か

な
り

の
量

が
付

着
し

て
お

り
、

粉
　

じ
ん

･
埃

に
よ

る
健

康
障

害
や

火
災

発
生

の
リ

ス
ク

も
考

え
ら

　
れ

る
。

作
業

場
に

は
消

火
器

を
備

え
て

い
る

が
、

か
な

り
古

い
　

も
の

と
思

わ
れ

、
使

用
期

限
を

過
ぎ

て
い

て
使

え
な

い
可

能
性

　
が

あ
る

。
・

作
業

場
は

、
織

機
の

張
り

出
し

や
床

に
段

差
が

あ
り

、
通

路
も

　
狭

い
こ

と
か

ら
、

躓
い

て
転

倒
す

る
な

ど
し

て
、

ケ
ガ

を
負

う
　

お
そ

れ
が

あ
る

。

・
騒

音
の

中
で

の
作

業
は

長
年

続
け

る
こ

　
と

に
よ

っ
て

慢
性

的
な

難
聴

を
引

き
起

　
こ

す
可

能
性

が
あ

る
が

、
家

内
労

働
者

　
自

身
は

危
険

有
害

性
を

あ
ま

り
感

じ
て

　
い

な
い

 
(
む

し
ろ

幼
少

期
か

ら
聞

い
て

　
い

る
音

で
あ

り
、

子
守

唄
の

よ
う

に
感

　
じ

て
い

る
)
。

・
長

年
大

き
な

事
故

も
な

く
作

業
を

継
続

　
し

て
き

て
お

り
、

作
業

が
安

全
で

あ
る

　
と

の
認

識
が

強
い

た
め

、
安

全
衛

生
に

　
関

し
て

は
、

そ
れ

ほ
ど

認
識

が
な

い
者

　
も

い
る

。
・

織
機

に
係

わ
る

災
害

事
例

(
難

聴
、

　
シ

ャ
ト

ル
の

飛
び

出
し

等
に

よ
る

事
故

　
等

)
な

ど
の

安
全

講
習

・
冊

子
の

配
布

　
等

、
定

期
的

に
再

認
識

を
さ

せ
る

方
策

　
も

必
要

で
あ

る
。

皮
革

製
品

製
造

業
(
袋

物
)

・
有

機
溶

剤
を

用
い

た
貼

合
せ

内
職

【
危

険
有

害
性

の
認

識
】

・
作

業
の

有
害

性
を

あ
ま

り
認

識
し

て
い

な
い

【
家

内
労

働
法

の
遵

守
状

況
】

・
防

毒
マ

ス
ク

を
使

用
し

て
い

な
い

・
手

袋
を

使
用

し
て

い
な

い
【

ヒ
ヤ

リ
ハ

ッ
ト

お
よ

び
過

去
の

災
害

事
例

】
・

な
し

【
労

災
保

険
特

別
加

入
】

・
未

加
入

【
作

業
自

体
に

潜
在

す
る

リ
ス

ク
】

・
有

機
溶

剤
を

使
用

す
る

作
業

で
あ

り
、

慢
性

中
毒

を
引

き
起

こ
　

す
お

そ
れ

が
あ

る
（

た
だ

し
、

第
2
種

有
機

溶
剤

で
あ

り
、

使
　

用
量

も
少

な
い

た
め

、
適

切
に

管
理

し
て

使
用

し
て

い
れ

ば
、

　
大

き
な

健
康

障
害

に
つ

な
が

る
お

そ
れ

は
少

な
い

と
思

わ
れ

　
る

）
。

・
長

時
間

の
座

り
作

業
に

よ
り

、
腰

痛
を

悪
化

さ
せ

る
お

そ
れ

が
　

あ
る

。
【

作
業

環
境

に
潜

在
す

る
リ

ス
ク

】
・

冬
場

は
ス

ト
ー

ブ
を

使
用

し
て

お
り

、
ま

た
作

業
場

所
は

台
所

　
に

隣
接

し
て

い
る

と
い

う
こ

と
で

、
有

機
溶

剤
の

蒸
気

に
引

火
　

し
、

爆
発

･
火

災
が

発
生

す
る

お
そ

れ
が

あ
る

。

・
長

年
大

き
な

事
故

や
ケ

ガ
も

な
く

作
業

　
を

継
続

し
て

き
た

た
め

、
災

害
防

止
に

　
関

す
る

意
識

は
強

く
な

い
。

・
有

機
溶

剤
の

有
害

性
を

あ
ま

り
認

識
し

　
て

い
て

お
ら

ず
、

換
気

扇
も

使
用

さ
れ

　
て

い
な

い
が

、
作

業
場

所
が

十
分

に
広

　
く

、
通

気
性

も
よ

い
と

思
わ

れ
、

ま
た

　
1
日

の
作

業
時

間
も

少
な

い
こ

と
か

　
ら

、
有

機
溶

剤
に

よ
り

慢
性

中
毒

を
引

　
き

起
こ

す
可

能
性

は
小

さ
い

と
思

わ
れ

　
る

。

金
属

製
品

製
造

業
・

旋
盤

･
ボ

ー
ル

盤
等

を
用

い
た

金
属

　
加

工
内

職

【
危

険
有

害
性

の
認

識
】

・
ほ

と
ん

ど
は

作
業

の
危

険
性

を
認

識
し

て
い

る
と

思
わ

れ
　

る
が

、
そ

れ
ほ

ど
危

険
性

を
感

じ
て

い
な

い
者

も
い

る
。

【
家

内
労

働
法

の
遵

守
状

況
】

・
帽

子
ま

た
は

作
業

服
を

着
用

し
て

い
な

い
者

も
い

る
【

ヒ
ヤ

リ
ハ

ッ
ト

お
よ

び
過

去
の

災
害

事
例

】
・

チ
ャ

ッ
ク

ハ
ン

ド
ル

を
付

け
た

ま
ま

旋
盤

を
回

転
さ

せ
て

　
し

ま
い

、
ヒ

ヤ
リ

と
し

た
こ

と
が

あ
っ

た
者

が
い

る
・

腰
痛

が
多

少
あ

る
者

も
い

る
【

労
災

保
険

特
別

加
入

】
・

加
入

し
て

い
る

【
作

業
自

体
に

潜
在

す
る

リ
ス

ク
】

・
工

作
機

械
に

よ
る

挟
ま

れ
、

巻
き

込
ま

れ
、

切
れ

、
こ

す
れ

等
　

の
危

険
が

あ
る

。
高

齢
で

手
元

が
や

や
不

安
定

で
あ

り
、

か
つ

　
安

全
カ

バ
ー

を
取

り
外

し
て

作
業

し
て

い
る

者
が

お
り

、
思

わ
　

ぬ
ケ

ガ
を

負
う

お
そ

れ
が

あ
る

。
・

機
械

加
工

は
基

本
的

に
立

ち
作

業
が

続
く

た
め

、
腰

痛
、

膝
や

　
腕

の
痛

み
、

眼
精

疲
労

等
を

発
生

さ
せ

る
可

能
性

が
あ

る
。

・
焼

入
れ

作
業

で
は

、
眼

を
傷

め
た

り
、

火
傷

を
負

う
お

そ
れ

が
　

あ
る

。
【

作
業

環
境

に
潜

在
す

る
リ

ス
ク

】
・

個
別

作
業

場
は

、
床

面
が

板
で

あ
り

、
油

が
染

み
込

ん
で

い
る

　
た

め
、

火
災

の
リ

ス
ク

が
あ

る
。

・
共

同
作

業
場

は
、

床
が

油
で

多
少

滑
り

や
す

く
な

っ
て

お
り

、
　

転
倒

の
リ

ス
ク

が
あ

る
。

・
こ

れ
ま

で
事

故
が

発
生

し
て

い
な

い
こ

　
と

も
あ

り
、

作
業

の
危

険
有

害
性

の
認

　
識

、
災

害
防

止
意

識
は

そ
こ

ま
で

高
く

　
な

い
よ

う
に

も
感

じ
ら

れ
た

が
、

委
託

　
者

の
指

導
・

管
理

が
し

っ
か

り
し

て
い

　
る

た
め

、
対

策
は

き
ち

ん
と

実
施

さ
れ

　
て

い
る

。
・

家
内

労
働

者
も

、
委

託
者

の
指

導
員

の
　

指
導

・
助

言
を

き
ち

ん
と

聞
い

て
い

る
　

様
子

で
あ

っ
た

。
・

腰
痛

対
策

と
し

て
は

、
一

定
時

間
ご

と
　

の
休

憩
、

体
操

・
ス

ト
レ

ッ
チ

の
実

　
施

、
作

業
台

の
高

さ
調

節
等

が
考

え
ら

　
れ

る
。

滋
賀

県
1
1
人

近 畿
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地 域
都
府
県

業
種

危
険
有
害
業
務
の
内
容

ヒ
ア
リ
ン
グ

実
施
数

家
内
労
働
者

の
種
別

ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果

災
害
発
生
リ
ス
ク

課
題
･
考
え
ら
れ
る
対
策
等

近 畿
京

都
府

繊
維

工
業

(
絹

･
人

絹
･
毛

織
物

)
・

動
力

織
機

を
用

い
た

織
布

1
6
人

専
業

/
内

職

【
危

険
有

害
性

の
認

識
】

・
織

機
作

業
の

危
険

有
害

性
を

認
識

し
て

い
る

【
家

内
労

働
法

の
遵

守
状

況
】

・
騒

音
作

業
に

対
し

、
耳

栓
を

使
用

し
て

い
な

い
者

が
ほ

と
　

ん
ど

で
あ

る
・

帽
子

ま
た

は
作

業
服

を
着

用
し

て
い

な
い

・
織

機
の

危
険

源
に

覆
い

･
囲

い
を

取
り

付
け

て
い

な
い

　
《

努
力

義
務

》
【

ヒ
ヤ

リ
ハ

ッ
ト

お
よ

び
過

去
の

災
害

事
例

】
・

シ
ャ

ト
ル

が
飛

び
出

し
、

戸
や

ガ
ラ

ス
に

当
た

っ
た

者
が

　
い

る
・

回
転

す
る

ベ
ル

ト
部

に
衣

類
が

挟
ま

れ
た

こ
と

が
あ

る
者

　
が

い
る

・
難

聴
が

あ
る

者
が

い
る

・
織

機
用

の
コ

ン
デ

ン
サ

ー
が

爆
発

し
た

者
、

煙
を

噴
い

た
　

こ
と

が
あ

る
者

が
い

る
・

腰
痛

が
あ

る
者

も
い

る
【

労
災

保
険

特
別

加
入

】
・

未
加

入

【
作

業
自

体
に

潜
在

す
る

リ
ス

ク
】

・
織

機
の

回
転

部
(
歯

車
、

プ
ー

リ
、

ベ
ル

ト
等

)
に

よ
り

、
挟

ま
　

れ
・

巻
き

込
ま

れ
、

切
れ

・
こ

す
れ

等
に

よ
る

災
害

が
発

生
す

　
る

可
能

性
が

あ
る

。
・

シ
ャ

ト
ル

ガ
ー

ド
を

設
置

し
て

い
な

い
者

も
お

り
、

飛
び

出
し

　
た

シ
ャ

ト
ル

に
衝

突
し

、
ケ

ガ
を

負
う

可
能

性
が

あ
る

。
・

耳
栓

を
使

用
せ

ず
、

大
き

な
騒

音
の

中
に

長
時

間
い

る
こ

と
　

で
、

騒
音

性
難

聴
が

発
症

す
る

お
そ

れ
が

あ
る

。
・

長
時

間
の

立
ち

作
業

、
同

一
姿

勢
が

継
続

し
た

場
合

、
腰

痛
や

　
膝

の
痛

み
、

眼
精

疲
労

等
が

発
生

す
る

可
能

性
が

あ
る

。
【

作
業

環
境

に
潜

在
す

る
リ

ス
ク

】
・

家
族

が
作

業
場

に
立

ち
入

っ
た

場
合

、
織

機
の

回
転

部
に

接
触

　
し

た
り

、
飛

び
出

し
た

シ
ャ

ト
ル

に
衝

突
し

た
り

し
て

思
わ

ぬ
　

ケ
ガ

を
負

う
可

能
性

も
ゼ

ロ
で

は
な

い
。

・
織

機
の

電
源

線
等

か
ら

火
花

が
出

て
、

綿
埃

や
織

機
の

機
械

油
　

な
ど

に
引

火
し

、
火

災
が

発
生

す
る

お
そ

れ
が

あ
る

。

・
織

機
作

業
の

危
険

有
害

性
を

認
識

し
つ

　
つ

も
、

耳
栓

を
使

用
せ

ず
、

ま
た

織
機

　
の

回
転

部
の

覆
い

・
囲

い
や

シ
ャ

ト
ル

　
ガ

ー
ド

を
取

り
付

け
て

い
な

い
者

も
い

　
る

。
・

織
機

の
回

転
部

の
覆

い
･
囲

い
や

シ
ャ

　
ト

ル
ガ

ー
ド

を
設

置
す

る
こ

と
、

聴
力

　
検

査
の

実
施

に
よ

り
騒

音
性

難
聴

の
有

　
無

を
確

認
す

る
こ

と
、

織
機

の
電

線
に

　
被

覆
損

傷
等

の
異

常
が

な
い

か
定

期
的

　
に

点
検

す
る

こ
と

、
綿

埃
等

の
掃

除
を

　
こ

ま
め

に
実

施
す

る
こ

と
等

の
対

策
が

　
考

え
ら

れ
る

。
・

委
託

者
は

、
こ

れ
ま

で
家

内
労

働
者

の
　

安
全

衛
生

に
ほ

と
ん

ど
関

与
し

て
お

ら
　

ず
、

そ
の

よ
う

な
関

係
性

に
な

い
と

思
　

わ
れ

る
こ

と
か

ら
、

対
策

実
施

に
あ

　
た

っ
て

は
、

家
内

労
働

者
の

自
主

的
な

　
取

組
み

の
ほ

か
、

丹
後

織
物

工
業

組
合

　
に

よ
る

騒
音

健
康

診
断

受
診

の
勧

奨
、

　
労

災
保

険
特

別
加

入
制

度
の

周
知

等
も

　
期

待
さ

れ
る

と
こ

ろ
で

あ
る

。
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地 域
都
府
県

業
種

危
険
有
害
業
務
の
内
容

ヒ
ア
リ
ン
グ

実
施
数

家
内
労
働
者

の
種
別

ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果

災
害
発
生
リ
ス
ク

課
題
･
考
え
ら
れ
る
対
策
等

・
動

力
ミ

シ
ン

を
用

い
た

縫
製

内
職

【
危

険
有

害
性

の
認

識
】

・
特

に
危

険
な

作
業

と
は

考
え

て
い

な
い

、
そ

れ
ほ

ど
危

険
　

性
は

な
い

と
考

え
て

い
る

【
家

内
労

働
法

の
遵

守
状

況
】

・
問

題
な

し
【

ヒ
ヤ

リ
ハ

ッ
ト

お
よ

び
過

去
の

災
害

事
例

】
・

腱
鞘

炎
の

経
験

が
あ

る
・

右
手

人
差

し
指

の
指

先
が

変
形

し
て

い
る

者
が

い
る

・
肩

凝
り

、
首

・
手

・
腰

の
痛

み
が

あ
る

者
も

い
る

・
作

業
起

因
か

は
不

明
で

あ
る

が
、

視
力

が
低

下
し

た
者

が
　

い
る

【
労

災
保

険
特

別
加

入
】

・
未

加
入

【
作

業
自

体
に

潜
在

す
る

リ
ス

ク
】

・
長

時
間

に
わ

た
る

座
り

作
業

で
あ

り
、

慢
性

的
な

肩
こ

り
、

　
首

・
手

・
腰

の
痛

み
等

の
障

害
を

引
き

起
こ

す
お

そ
れ

が
あ

　
る

。
・

縫
製

に
あ

た
り

、
生

地
や

糸
を

強
く

押
さ

え
る

必
要

が
あ

り
、

　
指

の
変

形
や

腱
鞘

炎
を

引
き

起
こ

す
お

そ
れ

が
あ

る
。

・
ミ

シ
ン

の
手

元
は

照
明

で
明

る
さ

が
確

保
さ

れ
て

い
る

が
、

長
　

時
間

に
わ

た
る

集
中

作
業

で
あ

り
、

眼
の

負
担

も
大

き
く

、
障

　
害

を
起

こ
す

お
そ

れ
も

あ
る

。
【

作
業

環
境

に
潜

在
す

る
リ

ス
ク

】
・

作
業

場
は

一
般

的
に

狭
く

、
材

料
等

の
整

理
・

整
頓

が
行

き
届

　
い

て
い

な
い

場
合

、
躓

い
て

転
倒

し
、

思
わ

ぬ
ケ

ガ
を

す
る

お
　

そ
れ

が
あ

る
。

・
家

内
労

働
者

自
身

は
危

険
性

を
全

く
感

　
じ

て
い

な
い

た
め

、
新

た
な

取
組

み
に

　
は

消
極

的
で

あ
る

。
・

考
え

ら
れ

る
対

策
と

し
て

は
、

縫
製

作
　

業
で

の
事

故
事

例
の

提
示

、
作

業
場

の
　

整
理

整
頓

等
の

注
意

喚
起

が
挙

げ
ら

れ
　

る
。

・
裁

断
機

を
用

い
た

生
地

の
裁

断
専

業

【
危

険
有

害
性

の
認

識
】

・
裁

断
作

業
の

危
険

性
を

認
識

し
て

い
る

【
家

内
労

働
法

の
遵

守
状

況
】

・
裁

断
機

の
刃

部
に

覆
い

･
囲

い
を

取
り

付
け

て
い

な
い

　
《

努
力

義
務

》
【

ヒ
ヤ

リ
ハ

ッ
ト

お
よ

び
過

去
の

災
害

事
例

】
・

裁
断

中
に

指
等

を
切

っ
た

こ
と

が
あ

る
・

裁
断

機
の

刃
を

研
ぐ

際
、

ケ
ガ

を
す

る
こ

と
が

あ
っ

た
【

労
災

保
険

特
別

加
入

】
・

未
加

入

【
作

業
自

体
に

潜
在

す
る

リ
ス

ク
】

・
長

時
間

に
わ

た
る

立
ち

作
業

で
あ

り
、

腰
痛

等
の

障
害

を
引

き
　

起
こ

す
お

そ
れ

が
あ

る
。

・
長

時
間

に
わ

た
り

作
業

を
行

っ
て

い
る

と
集

中
力

が
途

切
れ

、
　

裁
断

機
に

よ
り

指
や

手
の

切
創

を
招

く
お

そ
れ

も
あ

る
。

・
裁

断
機

の
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
と

し
て

の
刃

の
手

入
れ

（
研

ぎ
作

業
　

等
）

時
、

ケ
ガ

を
す

る
お

そ
れ

が
あ

る
。

【
作

業
環

境
に

潜
在

す
る

リ
ス

ク
】

・
作

業
場

は
民

家
で

あ
り

、
天

井
の

梁
が

低
く

、
頭

を
ぶ

つ
け

る
　

お
そ

れ
が

あ
る

。
・

作
業

場
は

、
材

料
等

の
整

理
・

整
頓

が
行

き
届

い
て

い
な

い
場

　
合

、
躓

い
て

転
倒

し
、

思
わ

ぬ
ケ

ガ
を

す
る

お
そ

れ
が

あ
る

。

・
家

内
労

働
者

自
身

は
裁

断
機

の
危

険
性

　
を

認
識

し
て

い
る

が
、

新
た

な
取

組
み

　
に

は
消

極
的

で
あ

る
。

・
考

え
ら

れ
る

対
策

と
し

て
は

、
裁

断
作

　
業

で
の

事
故

事
例

の
提

示
、

作
業

場
の

　
整

理
整

頓
等

の
注

意
喚

起
が

挙
げ

ら
れ

　
る

。

・
有

機
溶

剤
を

用
い

た
生

地
へ

の
印

刷
専

業

【
危

険
有

害
性

の
認

識
】

・
特

に
危

険
な

作
業

と
は

考
え

て
い

な
い

【
家

内
労

働
法

の
遵

守
状

況
】

・
有

機
溶

剤
容

器
に

有
害

物
の

名
称

・
取

扱
い

上
の

注
意

事
　

項
を

表
示

し
て

い
な

い
・

防
じ

ん
マ

ス
ク

を
使

用
し

て
い

な
い

・
手

袋
を

着
用

し
て

い
な

い
【

ヒ
ヤ

リ
ハ

ッ
ト

お
よ

び
過

去
の

災
害

事
例

】
・

な
し

【
労

災
保

険
特

別
加

入
】

・
未

加
入

【
作

業
自

体
に

潜
在

す
る

リ
ス

ク
】

・
有

機
溶

剤
を

使
用

す
る

作
業

で
あ

り
、

慢
性

的
な

中
毒

を
引

き
　

起
こ

す
お

そ
れ

が
あ

る
（

た
だ

し
、

第
2
種

有
機

溶
剤

で
あ

　
り

、
全

体
換

気
装

置
等

を
適

切
に

使
用

し
て

、
過

度
に

体
内

に
　

取
り

込
む

こ
と

が
な

け
れ

ば
、

大
き

な
健

康
障

害
に

つ
な

が
る

　
お

そ
れ

は
少

な
い

と
考

え
ら

れ
る

）
。

・
長

時
間

の
立

ち
作

業
で

あ
り

、
腰

痛
等

に
繋

が
る

お
そ

れ
が

あ
　

る
。

【
作

業
環

境
に

潜
在

す
る

リ
ス

ク
】

・
使

用
さ

れ
て

い
る

換
気

扇
は

一
般

家
庭

に
あ

る
も

の
と

同
じ

で
　

あ
り

、
十

分
に

換
気

が
な

さ
れ

て
い

な
い

可
能

性
が

あ
る

。
・

作
業

場
内

に
冬

場
ス

ト
ー

ブ
が

置
か

れ
て

お
り

、
有

機
溶

剤
の

　
保

管
場

所
と

は
や

や
離

れ
て

い
る

が
、

火
災

が
発

生
す

る
可

能
　

性
が

あ
る

。
・

作
業

場
は

整
理

・
整

頓
が

行
き

届
い

て
い

る
と

は
い

え
ず

、
躓

　
い

て
転

倒
す

る
な

ど
し

て
思

わ
ぬ

ケ
ガ

を
す

る
お

そ
れ

が
あ

　
る

。

・
家

内
労

働
者

自
身

は
有

害
性

を
認

識
し

　
て

お
り

、
換

気
扇

の
使

用
や

窓
の

開
放

　
等

、
換

気
を

行
っ

て
い

る
が

、
冬

は
寒

　
さ

の
た

め
窓

を
閉

め
切

っ
て

作
業

を
実

　
施

し
て

お
り

、
換

気
・

排
気

が
十

分
で

　
な

く
、

ま
た

防
毒

マ
ス

ク
等

の
着

用
も

　
し

て
い

な
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２．調査による判明事項 

 

２-１．家内労働による災害発生リスク 

家内労働による災害発生リスクについて判明した事項は、以下のとおりである。 

(1) 危険有害業務の種類 

 今回調査した、家内労働者が従事している危険有害業務の内容、災害発生リス

クは、5～11 ページの表のとおりである。 

 

(2) 過去のヒヤリハット・災害発生有無 

 半数以上の家内労働者において、過去にヒヤリハット・災害（災害とは業務上

の負傷・疾病をいい、ヒヤリハットは災害に至らなかった不安全事象をいう。

以下同）の発生が聞かれた（80 人中 45人（ヒヤリハット 22人、災害 23 人（負

傷 20人、疾病 3人））、56.3%）。災害の内容は、指の切断・骨折・変形、機械へ

の指の挟まれ、切傷、擦傷、火傷、腱鞘炎等である。都府県・業種別の発生状

況は表 3のとおり。 

 また、作業起因かは不明であるが、難聴、腰痛、足・膝の痛み、肩こり・肩痛、

高血圧、喘息、鼻づまり、肺気腫・肺炎、視力低下等の症状を訴える者もいた。 

 聴取を行った委託者/事業主団体の多くにおいて、過去のヒヤリハット・災害発

生有無は把握されていなかった（聴取を行った委託者・事業主団体計 34 者のう

ち、過去に家内労働者のヒヤリハット・災害発生を聞いていない委託者・事業

主団体は 27 者（79.4%））。把握されていた発生事例は、火傷、かぶれ、切り傷、

刺し傷といった災害や、コンデンサの爆発といったヒヤリハットであった。た

だし、愛知県の事業主団体によれば、過去、機械に巻き込まれる死亡災害があ

ったとのことである。 

 

表 3 家内労働者におけるヒヤリハット・災害発生状況 

都府県 業 種 調査数 
ﾋﾔﾘ 
ﾊｯﾄ 

災害 
災害の内容 

負傷 疾病 

秋田県 
木材･木製品製造業 5 0 2 0 手指切傷、火傷 

電子部品･ﾃﾞﾊﾞｲｽ製造業 1 0 1 0 火傷 

埼玉県 皮革製品製造業 9 0 0 0 - 

東京都 
金属製品製造業 4 0 2 0 手指切断 

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製品製造業 3 0 0 0 - 

新潟県 
繊維工業 5 5 0 0 器具飛来 

金属製品製造業 2 0 2 0 手腕擦傷、足指骨折 

愛知県 繊維工業 17 4 12 0 器具飛来、手指挟まれ等 

滋賀県 
皮革製品製造業 1 0 0 0 - 

金属製品製造業 10 1 0 0 (意図しない)器具回転 

京都府 繊維工業 16 12 0 0 器具飛来、機器発煙 等 

兵庫県 かばん製造業 7 0 1 3 手指切傷、腱鞘炎 等 

合計（人） 80 22 20 3  
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２-２．家内労働者の災害防止に係る各主体の現状 

前節の災害発生リスクに対する家内労働者、委託者等の取組状況等を以下に整理する。 

(1) 家内労働者の現状 

① 災害防止に関する取組み 

ⅰ．家内労働法における安全衛生措置の遵守状況 

 家内労働者において、家内労働法が遵守されていない例があった。家内労働者

における、安全衛生関係の法遵守状況を表 4に示す。 

 安全衛生に係る法遵守事項では、危害防止のための書面の掲示（規則第 14条第

2 項）の違反（9 人中 7 人、77.8%）、保護具の使用（規則第 19 条）の違反（50

人中 36 人、72.0%）が疑われる例が多かった。また、危険物の取扱い（規則第

20 条）の違反（引火性物品の火気への接近）が疑われる例もあった。 

 法を遵守していない家内労働者は、法の規定を認識していないことが窺われた。 

 

表 4 家内労働法における安全衛生関係規定の遵守状況（家内労働者） 

規定内容（条項） 種類 調査結果 

危害防止のための書面の掲

示（則 14 条 2項） 
義務 

 委託者から交付された書面が、作業場

に掲示されていない。（秋田県、埼玉県） 

有害物についての容器の使

用等（則 15 条 2 項） 
義務  遵守されていた。 

保護具等の使用（則 19 条） 義務 

 必要な保護具を使用していなかった。

（埼玉県、東京都、新潟県、愛知県、

滋賀県、京都府、兵庫県） 

危険物の取扱い（則 20 条） 義務 
 引火性の物品（有機溶剤）の近くで、

火気を使用していた。（埼玉県） 

家内労働者の危害防止措置

（則 17 条） 
努力義務 

 プレス機械の安全装置が取り外されて

いた。（東京都） 

 機械の回転部への覆い･囲いが取り付

けられていなかった。（東京都、新潟県、

愛知県、京都府） 

設備等の設置（則 18 条） 努力義務 

 有機溶剤使用業務に対し、局所排気装

置等が設置されていなかった。（埼玉

県） 

 バフ研磨機に、局所排気装置が設置さ

れていなった。（東京都） 
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ⅱ．家内労働法に規定された安全衛生措置以外の安全衛生対策 

 家内労働法で定められた安全衛生措置は、災害防止のための最低基準であり、

委託者および家内労働者は、更なる安全衛生水準の向上を図るように努めなけ

ればならない（法第 1条第 2項）。家内労働法に規定されているもの以外で、家

内労働者が、自らの安全衛生・災害防止のために行っている取組みとしては、

法に規定されているもの以外の保護具（保護眼鏡、安全靴等）の着用、自治体

による一般健康診断の受診、消火器の設置、機械・装置の点検・修理、整理整

頓・清掃等があった。 

 家内労働法に規定されているもの以外の安全衛生対策を特に行っていない者、

一般健康診断の定期受診のみの者が見られた（80人中 23 人、28.8%）。 

 

② 今後の安全衛生対策 

 家内労働者において、今後の安全衛生対策は、特に考えていないという者がほ

とんど（80 人中 76人、95.0%）であった。 

 

③ 危険有害性の認識、安全衛生に対する意識について 

 作業の危険有害性を認識している家内労働者が 6 割を占める（80 人中 48 人、

60.0%）が、特段危険な作業とは考えていない者も一定程度いる（80人中 32人、

40.0%）。 

 家内労働者は、内職的家内労働者（主婦や高齢者等世帯主以外の家族であって、

世帯の本業とは別に家計の補助のため家内労働に従事する者をいう。年金を受

給している世帯主であって、家計の補助として家内労働に従事する者も含む。

以下同）と専業的家内労働者（家内労働をその世帯の本業とする世帯主であっ

て、単独でまたは家族とともにこれに従事する者をいう。以下同）に区別する

ことができる。専業的家内労働者および以前は専業的家内労働者であった内職

的家内労働者は、作業の危険有害性を認識しているが、その他の内職的家内労

働者の中には、作業の危険有害性の認識が薄い者も見られた。 

 機械作業の危険性に比べ、化学物質の有害性の認識度は低い。動力機械を使用

する者で、作業の危険有害性を認識しているのは 64 人中 42人（65.6%）である

が、有機溶剤を使用する者では 11人中 4人（36.4%））であった。 

 専業的家内労働者は、自ら技能を持ち独立して生計を営んでおり、ヒアリング

でも委託者の支援を期待するような声は聞かれず、またケガをするのは自己の

不注意であると発言するなど、内職的家内労働者と比較して安全衛生に関する

自己責任意識が強く、より自営業者的、自主独立的である。一方で内職的家内

労働者は、委託者から言われたとおりに作業を行う場合が多く、より受身的で

あると考えられる。 
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④ 災害防止に関連するその他の事項 

 作業自体のリスクについては、全体的に、専業的家内労働者（以前は専業的家

内労働者であった内職的家内労働者を含む）の方が、内職的家内労働者よりも、

使用している機械の台数や作業時間も多く、災害リスクが高い傾向にある。 

（使用している機械の台数については、例えば、新潟県において織機作業に従

事する内職的家内労働者が使用する織機は 1 台であったが、愛知県や京都府に

おいて同作業に従事する専業的家内労働者は複数台を使用していた。作業時間

については下記のとおり。） 

 災害防止に間接的に関係する事項として、家内労働法において、家内労働者は、

周辺地域の同一・類似業務に従事する労働者の通常の労働時間を超えて、業務

に従事することとなるような委託を受けることがないように努めなければなら

ない（法第 4 条）とされている。ヒアリング調査で聴取した家内労働者の就業

時間は、内職的家内労働者の場合、1 日平均 8.5 時間、専業的家内労働者では、

1 日平均 10.1 時間であった。愛知県、京都府の家内労働者の多くで、1 日の作

業時間が 10 時間超となっているのは、長年の習慣や作業の区切りによるもので

あり、委託者に強いられているのではないとのことであった。 

 

(2) 委託者の現状 

① 家内労働者の災害防止に関する取組み 

ⅰ．家内労働法における安全衛生措置の遵守状況 

 委託者において、家内労働法が遵守されていない例があった。委託者における

安全衛生関係の法遵守状況を表 5に示す。 

 安全衛生に係る法遵守事項では、危害防止のための書面の交付（家内労働法施

行規則（以下、「規則」という）第 14 条）が行われていない例が最も多く見ら

れた（対象 17 者中 14 者、82.4%）。それ以外では、有害物についての容器の使

用等（容器への注意事項表示）（規則第 15 条）が行われていない例が見られた

（7者中 3者、42.9%）。 

 プレス機械などへの安全装置の取付け（規則第 10 条）、安全装置などの規格具

備の確認（規則第 11条、12 条）については、委託者が、プレス機械・シヤー等

対象となる機械・器具を家内労働者に貸与等している例がなかった。 

 法を遵守していない委託者は、法の規定を認識していないことが窺われた。 
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表 5 家内労働法における安全衛生関係規定の遵守状況（委託者） 

規定内容（条項） 種類 調査結果 

プレス機械などへの安全装

置の取付け（則 10 条） 
義務 （対象なし） 

安全装置などの規格具備の

確認（則 11・12 条） 
義務 （対象なし） 

機械・器具への防護措置（則

13 条） 
義務  不遵守は確認されなかった。 

危害防止のための書面の交

付（則 14 条） 
義務 

 危害防止のための書面が交付されてい

なかった。（秋田県、埼玉県、新潟県、

滋賀県、京都府、兵庫県） 

有害物についての容器の使

用等（則 15 条） 
義務 

 有機溶剤の容器に、有害物の名称や取

扱上の注意事項を表示していなかっ

た。（埼玉県、滋賀県） 

設備設置および健診受診へ

の援助（則 21 条） 
努力義務 

 委託者が、家内労働者の設備設置や健

診受診に対し援助を行っている例は見

られなかった。 

 

ⅱ．家内労働法に規定された安全衛生措置以外の安全衛生対策 

 家内労働法に規定されているもの以外で、委託者が、家内労働者の安全衛生・

災害防止のために行っている取組みとしては、家内労働者への口頭による注意

喚起・説明の例が最も多い（26 者中 14者、53.8%）。口頭注意喚起以外では、保

護具の支給、機械類を使用させる場合の機械の保守・修理などが実施されてい

る。 

 家内労働者に対し、特段の安全衛生対策を実施していない委託者も少なからず

見られた（26者中 9者、34.6%）。 

 自らの事業所における製造加工業等と家内労働者への委託を共に実施している

委託者については、特に小規模の場合、自らの事業所の安全衛生確保措置です

ら覚束なく、家内労働者への安全衛生に関する指導援助まで行う余裕・能力が

なく実施できない、と発言した者がいた。 

 

② 今後の安全衛生対策 

 委託者による今後の安全衛生対策は、特に考えていないという者が最も多かっ

た（25者中 14 者、56.0%）。挙げられた今後の対策は、口頭での注意喚起の継続、

危険性の少ない原材料の使用、健康診断の斡旋、高齢者対象の視力検査の実施

等であった。 
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③ 家内労働者の安全衛生に対する意識について 

 本調査では、家内労働の安全衛生に対する委託者の意識について直接的には確

認していないが、前述のとおり、自らの事業所の安全衛生確保措置ですら覚束

ない委託者にあっては、家内労働者の安全衛生に対する意識は乏しいと考えら

れる。また、家内労働者の安全衛生について関知していないという委託者もあ

った。 

 

④ 家内労働者の災害防止に関連するその他の事項 

 行政に期待する対策として、家内労働者による設備導入・健診受診への金銭的

支援、集落で集団的に家内労働が行われている地域への健診バスの派遣、情報

提供などが挙げられた。 

 災害防止に間接的に関係する事項として、家内労働法において、委託者は、周

辺地域の同一・類似業務に従事する労働者の通常の労働時間を超えて、家内労

働者が業務に従事することとなるような委託をしないように努めなければなら

ない（法第 4 条）と規定されているが、家内労働者の就業時間については、把

握していない場合が多く（23 者中 13 者、56.5%）、時間を把握している場合では、

1日に数時間という例が多かった（平均では 4.85 時間）。京都府の委託者におい

て、1 日に 10 時間という例も聞かれたが、これは、織物を一反織るのに 9 時間

を要し、途中で止めると品質上の問題が生じうるため、一反を織りきるまで作

業しているとのことであった。 

 災害防止に直接関係する事項ではないが、委託者による委託状況届の提出（法

第 26条）を行っていない者があった（25 者中 8者、32.0%）。 

 委託者の中には、「家内労働者＝内職」と考えており、一部の専業的家内労働者

（とりわけ、プレス機械やシヤー等の工作機械を用いて金属等の加工を行う者）

を家内労働者と認識しておらず、家内労働法の対象になると考えていない者が

あった。 

 

(3) 事業主団体の現状 

① 家内労働者の災害防止に関する取組み 

 調査した 8つの事業主団体のうち、5団体は委託者と家内労働者を構成員として

おり、3団体は委託者のみを構成員としていた。 

 委託者と家内労働者を構成員とする 5 団体のうち 3 団体は、設備設置や健康診

断受診の勧奨・推進、勉強会の開催、周知・情報提供等の取組みを行っていた。

実施されている取組みは、家内労働者に対するものである。 

 委託者のみを構成員とする 3 団体ではいずれも、安全衛生に関する取組みは行

われていなかった。災害防止に直接関係する事項ではないが、このうち 2 団体
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では、委託状況届提出の周知が行われていた。 

 

② 今後の安全衛生対策 

 事業主団体においては、今後の対策は特に考えていないという者が多かった（8

者中 6 者、75.0%）。挙げられた今後の対策は、委託者と家内労働者を構成員と

する団体では高齢者対策の検討、委託者のみを構成員とする団体では、組合員

への指導・周知の継続であった。 

 

２-３．家内労働者の災害防止に係る環境の現状 

① 家内労働の危険有害性について 

 かつてと比較して、使用する機械、材料の危険有害性は低下してきている。例

えば機械については、操作方式による安全化（プレス機械の足踏み式から両手

操作式への変更等）や、安全装置の設置および方式の高度化（手払い式から光

線式への変更等）が挙げられる。また材料については、鉛を含まない鉛フリー

はんだ、接着剤の低トルエン・ノントルエン化などの例が挙げられる。 

 

② 委託者と家内労働者の関係性等について 

 専業的家内労働者（以前は専業的家内労働者であった内職的家内労働者を含む）

の場合、家内労働者が委託者と同等またはそれ以上の業務知識、技能、経験を

有している。また、この者たちは前述のように自営業者意識を持っており、委

託者も、独立した先として捉えている。こうした事情もあり、委託者から、家

内労働者に業務の危険有害性や安全な作業方法について書面を交付して注意喚

起や、指示をしたり、設備設置や健診受診について指導援助するといった立場

にないという声が聞かれた。 

 委託者からは、こうした専業的家内労働者は、自らのやり方を変えたがらない

者が多く、新たななり手がおらず希少となっていることもあって、意に沿わな

いことを言って機嫌を損ね、仕事をやめられたくないといった声が聞かれた。 

 

２-４．その他（労災保険特別加入） 

(1) 家内労働者の労災保険特別加入状況 

 労働者災害補償保険法に基づき、業務上の負傷や疾病の発生するおそれの多い

特定の作業に従事する家内労働者や補助者については、労災保険に特別加入で

きるようになっているが、労災保険特別加入制度については、滋賀県の金属加

工従事者以外は未加入であった（埼玉県の革靴製造、新潟県の織物業では過去

に加入していた例あり）。 

 加入していない理由としては、制度の存在を知らない、制度は知っているが必
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要性を感じていない、民間や団体の別の傷害保険/災害補償に加入している等が

挙げられた。 

 加入している滋賀県の例では、委託者が、加入手続に必要となる団体を組織し

ていた。 

 

(2) 労災保険特別加入に係る委託者等の把握状況 

 委託者・事業主団体では、周辺地域・同一業種の家内労働者による特別加入の

有無を把握していない者がほとんどであった（33 者中 31 者、93.9%）。（なお、

特別加入は家内労働者の任意によるものであり、委託者には、制度内容や委託

する家内労働者の加入有無の把握、家内労働者への周知等は義務づけられてい

ない。） 

 行政による保険料補助の制度については把握されていなかった。また、委託者

や事業主団体による保険料補助の例は今回の調査では見られなかった。 
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３．家内労働者の災害防止に係る問題点等 

 

家内労働者の数は全国的に減少し続けており（厚生労働省「家内労働概況調査」によ

れば、家内労働法が制定された昭和 45年以降、家内労働者数は、昭和 48 年の 1,844,400

人をピークとしてその後減少が続いており（図 1）、平成 25年は 117,333 人）、危険有害

業務に従事する家内労働者数も同様である（近年では平成 17 年以降減少が続いており

（図 2）、平成 25 年は 12,308 人）。また 18 ページに記載のとおり、家内労働の危険有害

性は、機械や材料の改良等により低下してきている。このため、家内労働における災害

発生の絶対数は減っていくことが予想される。他方、本調査においても、近年の災害発

生が確認されたところであり、災害発生のリスクは依然として存在しているものと考え

られる。 

 

 

 図 1 近年の家内労働者数の推移 

  

図 2 危険有害業務に従事する家内労働者数の推移 

 

家内労働者の安全衛生の確保のためには、委託者、家内労働者それぞれが、業務の危

険有害性と、家内労働法上の安全衛生措置およびその他の災害防止対策について十分な

認識を持ち、自ら積極的に、災害防止に取組むことが求められるが、本調査の結果、委

託者・家内労働者において必ずしもそれがなされていない現状が明らかとなった。 

本調査結果に基づき、今後、家内労働者の災害の発生を一層減らしていくにあたって

の問題点、更なる改善余地のある点を以下に述べる。 

 

(1) 家内労働法の不遵守 

 13、15 ページに記載のとおり、委託者および家内労働者において、家内労働法

に規定された安全衛生措置の義務規定が遵守されていない例がある。 

 家内労働による災害の防止のためには、法に規定された安全衛生措置のうち努

力義務についても遵守することが有効であるが、表 4、表 5に示したとおり、必

ずしも遵守されていない状況である。 
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(2) 家内労働法以外の災害防止措置の未実施 

 家内労働法で定められた安全衛生措置は、災害防止のための最低基準であり、

更なる災害防止のためには、法に規定された以外の対策※の実施も重要であるが、

委託者および家内労働者等において、これらの対策の実施を行っていない者が

見られる。 

※ 例えば本調査で見られたものとしては、法に規定された以外の保護具（保護

眼鏡、安全靴等）の着用、自治体による一般健康診断の受診、消火器の設置、

機械・装置の点検・修理、整理整頓・清掃等がある。 

 家内労働法に規定された以外の災害防止措置の一つとして、家内労働者が使用

する、家内労働者に危害を及ぼすおそれのある機械・器具や原材料自体の安全

化や、安全防護装置の高度化が挙げられる。使用する機械・器具や原材料自体

の危険有害性の低減等は、災害防止のために非常に効果的であり、更なる推進

の余地がある。 

 その他の、法に規定された以外の災害防止措置としては、6～11 ページの表の最

右列に記載した対策などがある。 

 

(3) 家内労働法等に関する知識の欠如・不足 

 家内労働法の不遵守は、法令知識の欠如・不足が主な原因と思われる。家内労

働者にあっては、自らが家内労働者であると認識していない場合、家内労働者

であることは認識していても家内労働法の内容を知らない場合等があると考え

られる。 

 また、家内労働法に規定された以外の災害防止措置を講じるためには、業務の

危険有害性および安全衛生対策に関する知識が必要であるが、これが十分でな

い者が見られる。14 ページに記載のとおり、とりわけ内職的家内労働者（以前

専業的家内労働者であった者※を除く）において、その可能性が高い。 

※ 元々は専業的家内労働者であった者が、年金受給開始年齢となり、定義上、

内職的家内労働者となった者をいう。 

 

(4) 安全衛生意識等の欠如等 

 仮に業務の危険有害性および家内労働法の規定を認識していても、安全衛生に

対する意識、災害防止への意識が低いため、災害防止措置を十分に講じていな

い者がある。 

 実際、本調査では、更なる安全衛生対策を講じる余地があると見受けられる家

内労働者が多く見られたが、大多数の家内労働者は、対策の必要性を感じてい

ない。 
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 また本調査では、家内労働者の半数以上が過去にヒヤリハット・災害を経験し

ているにもかかわらず、委託者の 9割近く（26 者中 23者）が、過去に家内労働

者のヒヤリハット･災害発生を聞いていない。このことは、委託者が、家内労働

者の災害防止意識を持てなくする理由の一つと考えられる。（なおこの差の原因

は、ヒヤリハットや軽度のケガ等については家内労働者が委託者に伝えていな

いこと、家内労働者の疾病・症状については委託者が認識していたとしても、

それが委託作業に起因するものと考えていないこと等が考えられる。） 

 委託者および家内労働者において、安全衛生意識、災害防止意識が乏しいこと

の要因としては、過去にヒヤリハット・災害を経験していない、聞いていない

ことのほか、長年の委託・作業による慣れ等が考えられる。 

 

(5) 資源上の制約および委託者と家内労働者の関係性上の問題 

 委託者の中には零細企業も多く、独力で法令の遵守体制を整えたり、家内労働

者への指導援助を行うことが難しい者がある。また家内労働者においては、工

賃収入も限られる中、安全衛生設備の設置等を行う余裕のない者があると考え

られる。 

 委託者の中には、自らと同等またはそれ以上の業務知識、技能、経験を有し、

自主独立した専業的家内労働者に対し、業務の危険有害性や安全な作業方法に

ついて書面を交付して伝えたり、設備設置や健診受診について指導援助を行う

ことを憚る者がある。 

 

(6) 更なる実態把握の必要性 

 家内労働には様々な形態があり、その全般的な実態把握は困難であるうえ、委

託状況届を提出していない委託者もかなりある（本調査では、調査した委託者

の 32.0%が未提出）が、安全衛生に関する実態把握は、対策樹立の基礎となるも

のであることから、実態把握をさらに推進する必要がある。 

 委託者が委託状況届を提出していない要因としては、法令知識の欠如、法の理

解不足（家内労働者の定義を理解しておらず、委託先が家内労働者であると認

識していない等）、失念（法遵守体制の未整備を含む）、故意などが考えられる。 
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４．家内労働者の災害防止に係る課題 

 

(1) 家内労働法における安全衛生措置、業務の危険有害性等に関する認識・理解の向上 

 家内労働法に定める安全衛生措置の遵守は、家内労働者の災害の発生を防止す

るための基本的事項であるが、遵守されていない例が見られる。家内労働法の

不遵守の背景は、法令の認識・理解不足が大きいため、委託者および家内労働

者の、家内労働法における安全衛生措置の認識・理解を促進させるとともに、

各措置の遵守状況の自主点検・実施につき、推進・指導等を徹底することが必

要である。 

 委託者および家内労働者の中には、家内労働法の安全衛生措置の他にも災害防

止対策の余地があるにもかかわらず、業務の危険有害性や安全衛生対策に関す

る知識が十分でなく、これを行っていない者もあることから、委託者および家

内労働者における、業務の危険有害性や安全衛生対策に関する知識の向上を図

ることが重要である。 

 家内労働法に規定された措置以外の災害防止対策については、効果の程度や負

担の大きさ等を考慮したうえで、危険有害業務の種類・内容ごとに、具体的な

対策内容を示すことが望ましい。 

 

(2) 家内労働における災害防止意識の高揚 

 委託者および家内労働者の中には、家内労働における安全衛生に対する意識、

災害防止への意識が乏しい者が見られるため、広報活動等により、家内労働に

おける災害防止意識の高揚を図ることが必要である。 

 

(3) 各主体による自主的災害防止措置の促進 

 家内労働者の中には、資源上の余力がなく、安全衛生設備の設置等を行うこと

が難しい者もあると考えられることから、委託者は、家内労働法上も、設備設

置や健康診断受診について家内労働者への必要な援助に努めることとされてお

り、家内労働者が安全衛生設備を設置し、また特殊健康診断を受診することが

できるよう援助を行うことが望まれ、これを促進することが有効である。 

 また、上記のような努力義務は課されていないが、家内労働者と委託者の雇用

に準じた関係性を考慮すると、委託者が家内労働者よりも知識・情報を有して

いる場合などには、提供する機械・原材料等の安全化、作業環境測定の実施、

保護具の支給のほか、委託者が、家内労働者が安全に作業できるための様々な

指導援助を行うことが望まれ、これを促進することが有効である。 

 このとき、前述のとおり、内職的家内労働者は委託者に対し受身的である場合

が多いため、委託者が直接的に関与して指導援助することが有効であると考え
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られる一方、専業的家内労働者はより自主独立的である場合が多いため、委託

者を介した指導援助に加えて、家内労働者が加入する団体を介した指導援助、

情報提供等が有効と考えられ、これを促進することが望まれる。家内労働者の

団体が存在しない場合は、家内労働者のネットワーク化を図ることが有効と考

えられる。 

 また、委託者の中には、規模も小さく独力で家内労働者への指導援助を行うこ

とが難しい者もあることから、委託者が加入する団体が、委託者への周知・情

報提供、指導等を行うことにより、構成員である委託者を支援することや、行

政等による委託者への支援、家内労働者への指導援助も必要であり、これを促

進・拡充することが有効である。 

 家内労働者の災害防止にあたり、委託者、家内労働者、委託者や家内労働者が

加入する団体以外の者（例えば最終製品を製造する大企業等）による役割につ

いても、今後検討が望まれる。 

 

(4) 実態把握の強化と地域・業種に応じた対応 

 家内労働の安全衛生対策を適切に推進するためには、まず、安全衛生に関する

実態をはじめ家内労働の全般的な実態把握をさらに進める必要がある。 

 実態把握の基礎となる委託状況届および家内労働死傷病届の提出の徹底を図る

とともに、都道府県労働局を含めた各関係者の協力を求め、把握の方法を工夫

することにより、作業実態、災害発生状況等の実態把握をより一層推進するこ

とが望まれる。 

 家内労働における全体的な安全衛生の水準は、作業内容、従事時間、作業環境

から見て、かつてと比較して向上していると思われるものの、地域・業種によ

って、作業の危険有害性に差が生じると考えられる。そのため今後は、家内労

働の全体的な安全衛生水準の底上げのほか、危険有害性が相対的に高い業務に

従事する家内労働者が多い地域・業種を特定し、その地域・業種に応じた、き

め細かい対応を行っていくことが望ましい。 

 

以上 

 



 25 
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把

握
し

て

い
な

い
-

○
○

○
-

-
-

-
無

有
有

-
-

無

8
H

社
-

×
把

握
し

て

い
な

い
-

-
-

○
○

-
-

-
-

無
無

有
-

-
無

9
I社

-
○

把
握

し
て

い
な

い
-

-
-

○
-

-
-

-
無

無
有

-
-

無

1
0

J
社

-
×

把
握

し
て

い
な

い
-

-
-

○
-

-
-

-
無

無
無

-
-

無

1
1

K
社

-
×

5
～

6
時

間
-

-
-

○
○

治
具

提
供

-
-

-
-

無
無

無
-

-
無

1
2

繊
維

工
業

L
社

-
○

4
時

間
○

×
-

○
○

相
談

受
け

-
-

-
-

無
有

無
-

-
無

1
3

M
社

-
○

3
～

4
時

間
-

×
-

健
診

受
診

勧
奨

、

修
理

業
者

紹
介

-
-

-
-

無
無

有
-

-
無

1
4

N
社

-
○

7
時

間
-

×
-

○
-

-
-

-
無

有
有

-
-

無

1
5

O
社

-
○

把
握

し
て

い
な

い
-

○
-

○
-

-
-

-
無

有
有

-
-

無

1
6

P
社

-
（
不

明
）

8
時

間
-

-
-

○
-

-
-

-
無

無
無

-
-

無

1
7

精
密

機
械

器
具

製
造

業
Q

社
-

○
2
～

3
時

間
-

×
×

○
○

-
-

-
-

無
有

無
-

-
無

1
8

皮
革

製
品

製
造

業
R
社

-
○

2
～

3
時

間
-

×
×

○
-

-
-

-
無

有
無

-
-

無

1
9

ゴ
ム

製
品

製
造

業
S
社

-
○

把
握

し
て

い
な

い
-

○
○

○
○

-
-

-
-

無
有

無
-

-
無

2
0

は
ん

用
内

燃
機

関
製

造
業

T
社

-
○

長
時

間
労

働
に

な
っ

て
い

な
い

○
×

-
○

○
○

-
-

-
-

無
有

有
-

-
有

2
1

U
社

-
○

多
い

人
は

1
0
時

間
-

-
-

○
-

-
-

-
有

有
無

-
-

無

2
2

V
社

-
×

4
時

間
○

×
-

○
防

護
柵

設
置

-
-

-
-

無
無

無
-

-
無

2
3

W
社

-
○

把
握

し
て

い
な

い
-

-
-

○
-

-
-

-
無

無
無

-
-

無

2
4

X
社

-
○

把
握

し
て

い
な

い
-

×
-

○
-

-
-

-
無

無
有

-
-

無

2
5

Y
社

-
○

把
握

し
て

い
な

い
-

×
-

高
齢

者
に

は
ミ

シ
ン

作

業
を

委
託

し
な

い
-

-
-

-
無

無
有

-
-

無

2
6

Z
社

-
○

1
～

2
時

間
-

×
-

○
-

-
-

-
無

無
有

-
-

無

2
7

A
組

合
委

託
者

/
家

内
労

働
者

-
-

-
-

-
-

-
-

-
○

○
○

有
-

-
無

無
無

2
8

B
組

合
委

託
者

-
-

-
-

-
-

-
-

-
○

有
-

-
無

無
無

2
9

C
組

合
委

託
者

-
-

-
-

-
-

-
-

-
○

無
-

-
有

無
有

3
0

D
組

合
委

託
者

/
家

内
労

働
者

-
-

-
-

-
-

-
-

-
○

無
-

-
無

無
無

3
1

E
組

合
委

託
者

/
家

内
労

働
者

-
-

-
-

-
-

-
-

-
○

無
-

-
無

無
無

3
2

F
組

合
委

託
者

/
家

内
労

働
者

-
-

-
-

-
-

-
-

-
機

械
の

保
守

・
修

理
の

手
伝

い
、

相
談

受
け

有
-

-
無

無
無

3
3

G
組

合
委

託
者

/
家

内
労

働
者

-
-

-
-

-
-

-
-

-
○

○
無

-
-

有
無

無

3
4

H
組

合
委

託
者

-
-

-
-

-
-

-
-

-
○

有
-

-
無

有
無

※
"
-
"
は

、
対

象
外

ま
た

は
非

該
当

を
表

す
。

金
属

製
品

製
造

業

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

製
品

製
造

業

金
属

製
品

製
造

業

京 都 府 兵 庫 県
か

ば
ん

製
造

業

繊
維

工
業

そ
の

他
製

造
業

過
去

の
ヒ

ヤ
リ

ハ
ッ

ト
・
災

害
事

例
の

有
無

労
災

保
険

特
別

加
入

の
有

無

今
後

の
安

全
衛

生
対

策
（
委

託
者

）
今

後
の

安
全

衛
生

対
策

（
事

業
主

団
体

）

木
材

・
木

製
品

製
造

業

N
o
.

安
全

衛
生

に
関

す
る

取
組

み
（
委

託
者

）
事

業
主

団
体

の
構

成
員

安
全

衛
生

に
関

す
る

取
組

み
（
事

業
主

団
体

）
家

内
労

働
法

の
遵

守
状

況
（
委

託
者

）
地 域

都 府 県
業

種
訪

問
調

査
先

種 別 委 託 者 事 業 主 団 体

皮
革

製
品

製
造

業

東 北 関 東 甲 信 越 東 海 北 陸 近 畿

秋 田 県 埼 玉 県 東 京 都 新 潟 県 愛 知 県 滋 賀 県

か
ば

ん
製

造
業

木
材

・
木

製
品

製
造

業

繊
維

工
業
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【別添２】家内労働者に対するヒアリング調査 まとめ表（その１） 

1
日

の
労

働
時

間
交

付
書

面
の

掲
示

容
器

使
用

・
表

示
保

護
具

の
使

用
危

険
物

の
取

扱
い

1
男

性
7
2

内
職

*

・
丸

の
こ

を
用

い
た

樺
の

裁
断

・
ペ

ー
パ

ー
研

磨
機

を
用

い
た

樺
削

り
・
サ

ン
ダ

ー
を

用
い

た
仕

上
げ

の
磨

き
・
約

2
0
0
度

に
熱

し
た

鏝
（
こ

て
）
を

用
い

た
皮

の
張

り
付

け
・
有

機
溶

剤
（
ト

ル
エ

ン
）
を

含
ん

だ
接

着
剤

を
用

い
た

茶
筒

の
帯

部
分

の
接

着

危
険

性
/

有
害

性
機

械
作

業
の

危
険

性
な

ど
よ

く
認

識
し

て
い

る
。

9
.5

-
（
不

明
）

-
（
不

明
）

・
機

械
へ

の
防

護
措

置
（
努

力
義

務
）

・
設

備
等

の
設

置
（
努

力
義

務
）

・
治

具
使

用
・
使

い
捨

て
マ

ス
ク

の
使

用
・
一

般
健

診
受

診

無
有

無
な

し

2
女

性
6
7

内
職

同
上

危
険

性
/

有
害

性
同

上
9
.5

-
（
不

明
）

-
（
不

明
）

同
上

無
有

無
な

し

3
男

性
4
2

専
業

同
上

危
険

性
/

有
害

性
同

上
9
.5

-
（
不

明
）

-
（
不

明
）

同
上

有
有

無
な

し

4
女

性
3
7

内
職

同
上

危
険

性
/

有
害

性
同

上
9
.5

-
（
不

明
）

-
（
不

明
）

同
上

無
有

無
な

し

5
男

性
3
8

専
業

・
モ

ー
タ

ー
を

使
用

し
た

樺
削

り
・
サ

ン
ダ

ー
を

用
い

た
仕

上
げ

の
磨

き
・
約

2
0
0
度

に
熱

し
た

鏝
（
こ

て
）
を

用
い

た
皮

の
張

り
付

け

危
険

性
作

業
の

危
険

有
害

性
を

認
識

し
て

い
る

。
7

-
-

○
-

・
モ

ー
タ

ー
を

使
用

す
る

際
に

は
気

を
つ

け
て

作
業

し
て

い
る

。
・
発

生
す

る
粉

じ
ん

は
扇

風
機

で
飛

ば
し

て
い

る
。

・
サ

ン
ダ

ー
使

用
時

の
ゴ

ー
グ

ル
（
保

護
眼

鏡
）
使

用
・
粗

熱
を

と
る

た
め

手
袋

着
用

有
無

-
な

し

6
電

子
部

品
・
デ

バ
イ

ス
製

造
業

男
性

4
7

専
業

• 
巻

線
機

を
使

用
し

た
巻

き
線

• 
は

ん
だ

を
使

用
し

た
は

ん
だ

付
け

危
険

性
/

有
害

性
作

業
の

危
険

有
害

性
を

認
識

し
て

い
る

。
6

×
-

-
-

・
巻

線
作

業
時

の
手

袋
不

使
用

・
巻

線
機

の
回

転
部

に
物

が
倒

れ
て

こ
な

い
よ

う
、

周
囲

に
物

を
置

か
な

い
よ

う
に

し
て

い
る

。
・
は

ん
だ

付
け

時
に

発
生

す
る

フ
ラ

ッ
ク

ス
等

の
ヒ

ュ
ー

ム
（
煙

）
を

直
接

吸
い

込
ま

な
い

よ
う

、
卓

上
の

扇
風

機
を

使
用

・
全

体
換

気
装

置
（
換

気
扇

）
の

設
置 ・
防

塵
マ

ス
ク

の
使

用
・
は

ん
だ

槽
で

の
や

け
ど

防
止

の
た

め
手

袋
使

用
・
一

般
健

康
診

断
の

受
診

有
無

-
な

し

7
男

性
7
5

内
職

*
有

機
溶

剤
を

含
有

す
る

接
着

剤
を

用
い

た
ヒ

ー
ル

巻
き

危
険

性
/

有
害

性
有

機
溶

剤
の

危
険

性
は

認
識

し
て

い
る

。
3
.5

×
-

×
○

・
全

体
換

気
装

置
（
換

気
扇

）
の

設
置

（
努

力
義

務
）

・
市

の
一

般
健

康
診

断
を

受
診

し
て

い
る

。

無
無

無
*

な
し

8
女

性
7
0

内
職

同
上

危
険

性
/

有
害

性
同

上
3
.5

×
-

×
○

・
接

着
剤

使
用

時
の

不
織

布
マ

ス
ク

着
用

無
無

無
*

な
し

9
女

性
6
4

内
職

有
機

溶
剤

を
含

有
す

る
接

着
剤

を
用

い
た

ヒ
ー

ル
巻

き
作

業
危

険
性

/
有

害
性

特
段

危
険

な
作

業
で

は
な

い
と

考
え

て
い

る
。

7
.5

-
-

×
○

・
窓

を
開

け
て

作
業

し
て

い
る

。
・
市

の
一

般
健

康
診

断
を

毎
年

受
診

し
て

い
る

。
無

無
無

な
し

1
0

女
性

6
0

内
職

有
機

溶
剤

を
含

有
す

る
接

着
剤

を
用

い
た

ヒ
ー

ル
巻

き
作

業
危

険
性

/
有

害
性

特
段

危
険

な
作

業
で

は
な

い
と

考
え

て
い

る
。

1
0

×
-

×
×

・
全

体
換

気
装

置
（
換

気
扇

）
の

設
置

（
努

力
義

務
）

・
窓

を
開

け
て

作
業

し
て

い
る

。
・
市

が
行

っ
て

い
る

一
般

的
な

健
康

診
断

は
毎

年
受

診
し

て
い

る
。

無
無

無
な

し

1
1

男
性

6
8

内
職

*
同

上
危

険
性

/
有

害
性

同
上

1
0

×
-

×
×

同
上

無
無

無
な

し

1
2

女
性

8
1

内
職

有
機

溶
剤

を
含

有
す

る
接

着
剤

を
用

い
た

ヒ
ー

ル
巻

き
、

中
底

の
革

巻
き

危
険

性
/

有
害

性

有
機

溶
剤

の
有

害
性

に
つ

い
て

の
認

識
は

あ
る

が
、

特
段

危
険

な
作

業
で

は
な

い
と

考
え

て
い

る
。

7
×

-
×

○
・
窓

を
開

け
て

作
業

し
て

い
る

。
・
市

の
一

般
健

康
診

断
を

毎
年

受
診

し
て

い
る

。
無

無
無

年
の

せ
い

も
あ

り
、

足
・
腰

の
痛

み
が

あ
る

。

1
3

男
性

8
3

内
職

同
上

危
険

性
/

有
害

性
同

上
7

×
-

×
○

同
上

無
無

無
な

し

1
4

男
性

7
2

内
職

*
有

機
溶

剤
を

含
有

す
る

接
着

剤
を

用
い

た
ヒ

ー
ル

巻
き

危
険

性
/

有
害

性
有

機
溶

剤
の

有
害

性
は

よ
く
認

識
し

て
い

る
。

4
.5

-
-

×
○

・
有

機
溶

剤
使

用
時

は
、

風
通

し
を

良
く
し

て
い

る
。

ま
た

、
1
時

間
程

度
で

休
憩

す
る

よ
う

に
し

て
い

る
。

・
市

の
一

般
健

康
診

断
（
無

料
）
を

毎
年

受
診

し
て

い
る

。
・
有

機
溶

剤
に

関
す

る
講

習
を

受
講

し
た

こ
と

が
あ

る
。

無
無

無
• 
血

圧
が

高
い

。
• 
喘

息
、

鼻
づ

ま
り

が
少

し
あ

る
。

1
5

女
性

6
8

内
職

同
上

危
険

性
/

有
害

性
同

上
4
.5

-
-

×
○

同
上

無
無

無
な

し

関 東 甲 信 越

皮
革

製
品

製
造

業

健
康

上
の

悩
み

・
問

題
点

過
去

の
ヒ

ヤ
リ

ハ
ッ

ト
・
災

害
事

例
の

有
無

危
険

有
害

性
の

認
識

今
後

の
安

全
衛

生
対

策
の

有
無

労
災

保
険

特
別

加
入

の
有

無

家
内

労
働

法
の

遵
守

状
況

（
安

全
衛

生
関

係
）

年
齢

専
業

的
/

内
職

的

元 専 業

左
記

以
外

で
実

施
し

て
い

る
安

全
衛

生
対

策
従

事
し

て
い

る
危

険
有

害
業

務
の

種
類

危
険

性
/
有

害
性

性
別

木
材

・
木

製
品

製
造

業

業
種

秋 田 県

N
o
.

地 域

都 府 県

東 北

埼 玉 県
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【別添２】家内労働者に対するヒアリング調査 まとめ表（その２） 

1
日

の
労

働
時

間
交

付
書

面
の

掲
示

容
器

使
用

・
表

示
保

護
具

の
使

用
危

険
物

の
取

扱
い

1
6

男
性

7
1

内
職

*

・
パ

ワ
ー

プ
レ

ス
、

フ
ー

ト
プ

レ
ス

（
ケ

ト
バ

シ
）
、

レ
ジ

ン
ダ

ー
（
ベ

ル
ト

研
磨

機
）
、

ボ
ー

ル
盤

、
シ

ャ
ー

リ
ン

グ
マ

シ
ン

（
足

踏
み

切
断

機
）

等
を

用
い

た
ハ

ン
ド

バ
ッ

グ
用

金
具

の
加

工
・
銀

ろ
う

（
銀

、
銅

、
亜

鉛
を

含
む

）
、

フ
ラ

ッ
ク

ス
（
塩

酸
を

含
む

）
等

を
用

い
た

ろ
う

付
け

加
工

危
険

性
/

有
害

性
作

業
の

危
険

有
害

性
を

認
識

し
て

い
る

。
9

-
-

×
-

・
プ

レ
ス

機
械

へ
の

安
全

装
置

の
取

付
け

（
努

力
義

務
）

・
機

械
へ

の
防

護
措

置
（
努

力
義

務
）

・
ろ

う
付

け
場

お
よ

び
レ

ジ
ン

ダ
ー

を
別

部
屋

に
移

し
た

。
・
機

械
の

注
油

等
の

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

実
施

・
毎

年
、

区
の

一
般

健
康

診
断

を
受

診
し

て
い

る
。

有
無

無
昔

か
ら

、
大

腸
の

潰
瘍

や
過

敏
性

大
腸

症
候

群
の

症
状

が
あ

る
。

1
7

女
性

6
7

内
職

同
上

危
険

性
/

有
害

性
同

上
9

-
-

×
-

同
上

無
無

無
な

し

1
8

男
性

6
9

内
職

*
ボ

ー
ル

盤
、

研
削

盤
、

フ
ー

ト
プ

レ
ス

（
ケ

ト
バ

シ
）
、

パ
ワ

ー
プ

レ
ス

等
を

用
い

た
金

属
加

工
危

険
性

作
業

の
危

険
有

害
性

を
認

識
し

て
い

る
。

9
-

-
○

-

・
プ

レ
ス

機
械

へ
の

安
全

装
置

の
取

付
け

（
努

力
義

務
）

・
機

械
へ

の
防

護
措

置
（
努

力
義

務
）

・
全

体
換

気
装

置
（
換

気
扇

）
の

設
置

（
努

力
義

務
）

・
グ

ラ
イ

ン
ダ

ー
に

は
局

所
排

気
装

置
（
集

じ
ん

機
）
を

設
置

し
て

お
ら

ず
、

袋
を

か
け

て
作

業
し

て
い

る
。

・
不

織
布

マ
ス

ク
、

手
袋

、
保

護
眼

鏡
の

使
用

有
無

無
B

型
肝

炎
を

発
症

し
た

が
、

今
で

は
治

癒
し

た
。

1
9

女
性

5
8

内
職

同
上

危
険

性
同

上
9

-
-

○
-

同
上

無
無

無
な

し

2
0

女
性

3
3

内
職

自
動

車
用

バ
ッ

テ
リ

ー
に

取
り

付
け

ら
れ

て
い

る
キ

ャ
ッ

プ
へ

の
、

フ
ィ

ル
タ

ー
の

挿
入

（
手

動
の

挿
入

機
（
ハ

ン
ド

プ
レ

ス
）
使

用
）

危
険

性
特

段
危

険
な

作
業

で
は

な
い

と
考

え
て

い
る

。
5
.5

-
-

-
-

特
に

な
し

無
無

無
な

し

2
1

女
性

4
7

内
職

同
上

危
険

性
同

上
3
.5

-
-

-
-

特
に

な
し

無
無

無
な

し

2
2

女
性

4
1

内
職

同
上

危
険

性
同

上
5
.2

5
-

-
-

-
5
年

に
1
回

、
人

間
ド

ッ
ク

を
受

診
し

て
い

る
。

無
無

無
な

し

2
3

女
性

6
8

内
職

動
力

織
機

を
用

い
た

機
織

り
作

業
危

険
性

/
有

害
性

織
機

作
業

の
危

険
性

を
認

識
し

て
い

る
。

5
.5

-
-

×
-

市
の

一
般

健
康

診
断

（
住

民
健

診
）
を

毎
年

受
診

し
て

い
る

。
有

無
無

視
力

が
低

下
し

た
た

め
、

老
眼

鏡
を

着
用

し
て

い
る

。

2
4

女
性

7
7

内
職

動
力

織
機

を
用

い
た

機
織

り
作

業
危

険
性

/
有

害
性

織
機

作
業

の
危

険
性

を
認

識
し

て
い

る
。

6
○

-
×

-

・
市

の
一

般
健

康
診

断
を

毎
年

受
診

し
て

い
る

。
・
織

機
の

ガ
ー

ド
類

は
取

り
外

し
て

い
な

い
。

有
無

無

・
耳

は
問

題
な

い
が

、
視

力
が

少
し

低
下

し
た

。
外

に
出

る
と

き
は

眼
鏡

を
着

け
て

い
る

。
・
以

前
、

白
内

障
の

手
術

を
受

け
た

。

2
5

女
性

7
6

内
職

動
力

織
機

を
用

い
た

機
織

り
作

業
危

険
性

/
有

害
性

織
機

作
業

の
危

険
性

を
認

識
し

て
い

る
と

思
わ

れ
る

。
4

-
-

×
-

十
日

町
病

院
の

一
般

健
康

診
断

を
年

1
回

受
診

し
て

い
る

。
有

無
無

・
足

、
腰

が
痛

い
。

・
耳

が
遠

く
な

っ
た

。
・
視

力
が

低
下

し
た

。

2
6

女
性

8
3

内
職

動
力

織
機

を
用

い
た

機
織

り
作

業
危

険
性

/
有

害
性

織
機

作
業

の
危

険
性

は
、

そ
れ

ほ
ど

感
じ

て
い

な
い

よ
う

に
思

わ
れ

る
。

4
.5

-
-

×
-

病
院

で
月

に
1
回

診
察

を
受

け
、

年
に

1
回

、
一

般
健

康
診

断
を

受
診

し
て

い
る

。
有

無
無

2
～

3
年

前
、

白
内

障
の

手
術

を
受

け
た

。

2
7

女
性

6
8

内
職

動
力

織
機

を
用

い
た

機
織

り
作

業
危

険
性

/
有

害
性

織
機

作
業

の
危

険
有

害
性

を
認

識
し

て
い

る
。

7
○

-
×

-
市

の
一

般
健

康
診

断
と

か
か

り
つ

け
の

病
院

と
で

、
年

に
2
回

健
診

受
診

し
て

い
る

。
有

無
無

な
し

2
8

男
性

6
4

専
業

平
面

自
動

研
磨

機
（
バ

フ
研

磨
）
、

ベ
ル

ト
サ

ン
ダ

ー
を

用
い

た
作

業
工

具
の

研
磨

危
険

性
/

有
害

性
研

磨
作

業
の

危
険

有
害

性
を

認
識

し
て

い
る

。
6

-
-

○
-

・
設

備
等

の
設

置
（
努

力
義

務
）

・
研

磨
中

は
絶

対
に

手
を

入
れ

な
い

よ
う

に
、

気
を

つ
け

て
い

る
。

・
研

磨
時

に
対

象
物

が
抜

け
て

飛
来

し
な

い
よ

う
、

し
っ

か
り

と
固

定
し

て
い

る
。

・
研

磨
機

の
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
・
修

理
は

、
専

門
業

者
に

依
頼

し
て

い
る

。
・
手

袋
の

着
用

・
一

般
健

診
の

定
期

受
診

有
無

無
手

根
管

症
候

群
を

患
っ

て
い

る
。

2
9

女
性

6
1

内
職

同
上

危
険

性
/

有
害

性
同

上
6

-
-

○
-

同
上

有
無

無
な

し

地 域 関 東 甲 信 越

労
災

保
険

特
別

加
入

の
有

無
健

康
上

の
悩

み
・
問

題
点

危
険

有
害

性
の

認
識

家
内

労
働

法
の

遵
守

状
況

（
安

全
衛

生
関

係
）

左
記

以
外

で
実

施
し

て
い

る
安

全
衛

生
対

策

過
去

の
ヒ

ヤ
リ

ハ
ッ

ト
・
災

害
事

例
の

有
無

今
後

の
安

全
衛

生
対

策
の

有
無

専
業

的
/

内
職

的

元 専 業

従
事

し
て

い
る

危
険

有
害

業
務

の
種

類
危

険
性

/
有

害
性

N
o
.

都 府 県
業

種
性

別
年

齢

金
属

製
品

製
造

業

繊
維

工
業

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

製
品

製
造

業

金
属

製
品

製
造

業

東 京 都 新 潟 県
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【別添２】家内労働者に対するヒアリング調査 まとめ表（その３） 

1
日

の
労

働
時

間
交

付
書

面
の

掲
示

容
器

使
用

・
表

示
保

護
具

の
使

用
危

険
物

の
取

扱
い

3
0

男
性

7
6

内
職

*
動

力
織

機
を

用
い

た
機

織
り

作
業

危
険

性
/

有
害

性
特

に
危

険
な

作
業

と
は

考
え

て
い

な
い

。
1
2

-
-

（
不

明
）

-
・
シ

ャ
ト

ル
飛

び
出

し
に

対
す

る
防

護
網

を
設

置
し

て
い

る
。

・
市

の
健

康
診

断
を

受
け

て
い

る
。

有
無

無
な

し

3
1

女
性

7
3

内
職

同
上

危
険

性
/

有
害

性
同

上
1
2

-
-

（
不

明
）

-
同

上
有

無
無

な
し

3
2

男
性

4
0

専
業

動
力

織
機

を
用

い
た

機
織

り
作

業
危

険
性

/
有

害
性

特
に

危
険

な
作

業
と

は
考

え
て

い
な

い
。

1
4

-
-

×
-

定
期

的
に

健
康

診
断

を
受

診
し

て
い

る
。

有
無

無
な

し

3
3

女
性

4
0

内
職

同
上

危
険

性
/

有
害

性
同

上
8

-
-

（
不

明
）

-
同

上
有

無
無

な
し

3
4

男
性

7
5

内
職

*
同

上
危

険
性

/
有

害
性

同
上

8
-

-
（
不

明
）

-
同

上
有

無
無

な
し

3
5

女
性

7
0

内
職

同
上

危
険

性
/

有
害

性
同

上
8

-
-

（
不

明
）

-
同

上
有

無
無

な
し

3
6

女
性

4
7

内
職

同
上

危
険

性
/

有
害

性
同

上
8

-
-

（
不

明
）

-
同

上
有

無
無

な
し

3
7

男
性

5
2

専
業

動
力

織
機

を
用

い
た

機
織

り
作

業
危

険
性

/
有

害
性

特
段

危
険

な
作

業
と

は
考

え
て

い
な

い
。

1
7

-
-

×
-

特
に

な
し

有
無

無
な

し

3
8

女
性

4
9

内
職

同
上

危
険

性
/

有
害

性
同

上
1
7

-
-

×
-

同
上

有
無

無
な

し

3
9

男
性

6
7

内
職

*
動

力
織

機
を

用
い

た
機

織
り

作
業

危
険

性
/

有
害

性
特

段
危

険
な

作
業

と
は

考
え

て
い

な
い

。
1
4

-
-

（
不

明
）

-
シ

ャ
ト

ル
飛

び
出

し
に

対
す

る
防

護
網

を
設

置
し

て
い

る
。

有
無

無
な

し

4
0

女
性

7
0

内
職

同
上

危
険

性
/

有
害

性
同

上
1
4

-
-

（
不

明
）

-
同

上
有

無
無

な
し

4
1

男
性

6
0

専
業

動
力

織
機

を
用

い
た

機
織

り
作

業
危

険
性

/
有

害
性

特
に

危
険

な
作

業
と

は
考

え
て

い
な

い
。

1
4
.5

-
-

（
不

明
）

-

・
シ

ャ
ト

ル
飛

び
出

し
に

対
す

る
防

護
網

を
設

置
し

て
い

る
。

・
機

械
が

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

等
を

し
て

い
る

と
き

に
、

急
に

機
械

を
動

か
さ

れ
た

ら
危

険
な

の
で

、
ス

イ
ッ

チ
付

近
に

「
修

理
中

、
さ

わ
る

な
」
の

標
示

を
し

て
い

る
。

有
無

無
な

し

4
2

男
性

5
4

専
業

同
上

危
険

性
/

有
害

性
同

上
1
4
.5

-
-

（
不

明
）

-
同

上
有

無
無

な
し

4
3

男
性

4
7

専
業

動
力

織
機

を
用

い
た

機
織

り
作

業
危

険
性

/
有

害
性

作
業

の
危

険
性

を
認

識
し

て
い

る
と

思
わ

れ
る

。
1
2

-
-

（
不

明
）

-

・
シ

ャ
ト

ル
飛

び
出

し
に

対
す

る
防

護
網

の
設

置
・
危

な
い

と
思

う
と

こ
ろ

、
特

に
可

動
部

分
に

は
注

意
し

て
い

る
。

・
作

業
時

の
機

械
の

停
止

・
足

元
に

物
を

置
か

な
い

よ
う

に
し

て
い

る
。

・
通

路
の

確
保

・
準

備
時

に
は

物
の

仮
置

き
が

多
い

の
で

特
に

注
意

し
て

い
る

。
・
市

の
健

康
診

断
受

診

有
無

無
な

し

4
4

女
性

7
5

内
職

同
上

危
険

性
/

有
害

性
同

上
1
2

-
-

（
不

明
）

-
同

上
有

無
無

な
し

4
5

男
性

5
9

専
業

動
力

織
機

を
用

い
た

機
織

り
作

業
危

険
性

/
有

害
性

特
に

危
険

な
作

業
と

は
考

え
て

い
な

い
。

1
0

-
-

（
不

明
）

-

・
シ

ャ
ト

ル
飛

び
出

し
に

対
す

る
防

護
網

を
設

置
し

て
い

る
。

・
市

の
健

康
診

断
を

受
け

て
い

る
。

・
毛

埃
が

多
い

の
で

、
が

ん
検

診
を

受
け

て
い

る
。

有
無

無
な

し

4
6

女
性

5
4

内
職

同
上

危
険

性
/

有
害

性
同

上
1
0

-
-

（
不

明
）

-
同

上
有

無
無

な
し

地 域

過
去

の
ヒ

ヤ
リ

ハ
ッ

ト
・
災

害
事

例
の

有
無

今
後

の
安

全
衛

生
対

策
の

有
無

労
災

保
険

特
別

加
入

の
有

無
健

康
上

の
悩

み
・
問

題
点

N
o
.

都 府 県
業

種
性

別
年

齢
専

業
的

/
内

職
的

元 専 業

従
事

し
て

い
る

危
険

有
害

業
務

の
種

類
危

険
性

/
有

害
性

危
険

有
害

性
の

認
識

家
内

労
働

法
の

遵
守

状
況

（
安

全
衛

生
関

係
）

左
記

以
外

で
実

施
し

て
い

る
安

全
衛

生
対

策

繊
維

工
業

東 海 北 陸

愛 知 県
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【別添２】家内労働者に対するヒアリング調査 まとめ表（その４） 
1
日

の
労

働
時

間
交

付
書

面
の

掲
示

容
器

使
用

・
表

示
保

護
具

の
使

用
危

険
物

の
取

扱
い

4
7

皮
革

製
品

製
造

業
女

性
8
8

内
職

有
機

溶
剤

を
含

有
す

る
接

着
剤

を
用

い
た

、
フ

ォ
ー

マ
ル

バ
ッ

グ
の

マ
チ

部
分

の
貼

合
せ

作
業

危
険

性
/

有
害

性
作

業
の

有
害

性
は

特
段

認
識

し
て

い
な

い
。

2
.5

-
-

×
○

・
接

着
剤

を
使

用
す

る
際

は
、

瓶
か

ら
刷

毛
で

取
っ

て
塗

る
。

・
老

人
会

の
一

般
健

康
診

断
を

受
診

し
て

い
る

。

無
無

無

・
腰

が
痛

い
。

足
も

多
少

痛
い

。
・
血

圧
の

薬
を

飲
ん

で
い

る
。

4
8

女
性

5
4

内
職

旋
盤

を
用

い
た

、
燃

料
噴

射
ノ

ズ
ル

部
品

の
ね

じ
切

り
加

工
危

険
性

作
業

の
危

険
性

は
、

認
識

し
て

い
る

と
思

わ
れ

る
。

4
-

-
○

-

・
作

業
領

域
等

に
安

易
に

手
を

入
れ

な
い

よ
う

気
を

つ
け

て
い

る
。

・
腕

カ
バ

ー
、

安
全

眼
鏡

、
安

全
靴

の
着

用
・
バ

リ
で

手
を

切
ら

な
い

よ
う

、
ま

た
切

粉
を

触
ら

な
い

よ
う

気
を

つ
け

て
い

る
。

・
作

業
者

に
応

じ
高

さ
調

節
さ

れ
た

、
パ

ン
チ

ン
グ

加
工

を
施

さ
れ

た
金

属
製

の
作

業
台

に
乗

っ
て

作
業

・
地

元
の

一
般

健
康

診
断

を
受

診
し

て
い

る
。

月
に

2
回

、
地

元
の

公
民

館
に

永
原

診
療

所
か

ら
医

師
が

来
る

の
で

、
診

察
を

受
け

て
い

る
。

無
無

有
な

し

4
9

女
性

7
0

内
職

燃
料

噴
射

ノ
ズ

ル
部

品
の

機
械

加
工

（
ボ

ー
ル

盤
に

よ
る

穴
あ

け
、

ド
リ

ル
に

よ
る

ノ
ズ

ル
内

の
バ

リ
取

り
加

工
、

シ
ー

ラ
ー

に
よ

る
包

装
等

）

危
険

性
作

業
の

危
険

性
は

、
認

識
し

て
い

る
と

思
わ

れ
る

。
7
.5

-
-

○
-

・
ゴ

ム
手

袋
、

安
全

靴
、

腕
カ

バ
ー

の
着

用
・
一

般
健

康
診

断
の

受
診

・
月

2
回

、
医

師
の

診
察

を
受

診
・
長

浜
市

の
健

康
教

室
に

通
い

、
講

習
を

受
け

た
り

、
体

操
を

行
っ

た
り

し
て

い
る

。

無
無

有
立

ち
作

業
の

た
め

、
初

め
の

う
ち

は
足

が
張

っ
て

い
た

が
、

今
は

そ
れ

ほ
ど

な
い

。

5
0

男
性

5
4

専
業

旋
盤

を
用

い
た

、
調

整
ボ

ル
ト

の
切

削
（
外

径
仕

上
げ

）
加

工
危

険
性

作
業

の
危

険
性

は
、

認
識

し
て

い
る

と
思

わ
れ

る
。

8
-

-
○

-
・
ゴ

ム
手

袋
、

安
全

靴
の

着
用

・
地

元
の

一
般

健
康

診
断

を
受

診
し

て
い

る
。

有
無

有
な

し

5
1

女
性

7
8

内
職

・
シ

ー
ラ

ー
を

用
い

た
包

装
・
部

品
を

入
れ

た
ケ

ー
ス

の
キ

ャ
ッ

プ
部

に
巻

か
れ

た
シ

ュ
リ

ン
ク

フ
ィ

ル
ム

に
ド

ラ
イ

ヤ
ー

を
当

て
、

収
縮

さ
せ

て
閉

じ
る

作
業

・
部

品
の

機
械

加
工

危
険

性
/

有
害

性
そ

れ
ほ

ど
危

険
と

は
認

識
し

て
い

な
い

。
1
0

-
-

-
-

・
帽

子
、

ゴ
ム

手
袋

、
軍

手
、

安
全

靴
の

着
用

・
地

元
の

一
般

健
康

診
断

を
受

診
し

て
い

る
。

月
に

2
回

、
地

元
の

公
民

館
に

永
原

診
療

所
か

ら
医

師
が

来
る

の
で

、
診

察
を

受
け

て
い

る
。

・
作

業
場

に
消

火
器

を
設

置
し

て
い

る
。

無
無

有
な

し

5
2

女
性

7
4

内
職

フ
ラ

イ
ス

盤
を

用
い

た
燃

料
噴

射
ノ

ズ
ル

部
品

の
面

取
り

加
工

危
険

性
作

業
の

危
険

性
を

認
識

し
て

い
る

様
子

で
あ

っ
た

。
8

-
-

○
-

・
ゴ

ム
手

袋
、

安
全

靴
、

腕
ガ

ー
ド

の
着

用
・
地

元
の

一
般

健
康

診
断

を
受

診
し

て
い

る
。

月
に

2
回

、
地

元
の

公
民

館
に

永
原

診
療

所
か

ら
医

師
が

来
る

の
で

、
診

察
を

受
け

て
い

る
。

無
無

有
な

し

5
3

男
性

8
0

内
職

フ
ラ

イ
ス

盤
を

用
い

た
燃

料
噴

射
ノ

ズ
ル

部
品

の
バ

リ
取

り
加

工
危

険
性

自
身

の
作

業
は

特
段

危
険

で
な

い
と

感
じ

て
い

る
。

8
-

-
○

-

・
安

全
靴

、
腕

ガ
ー

ド
の

着
用

・
地

元
の

一
般

健
康

診
断

を
受

診
し

て
い

る
。

月
に

2
回

、
地

元
の

公
民

館
に

永
原

診
療

所
か

ら
医

師
が

来
る

の
で

、
診

察
を

受
け

て
い

る
。

無
無

有
な

し

5
4

女
性

7
3

内
職

・
燃

料
噴

射
ノ

ズ
ル

部
品

を
入

れ
た

ケ
ー

ス
の

キ
ャ

ッ
プ

部
に

巻
か

れ
た

シ
ュ

リ
ン

ク
フ

ィ
ル

ム
に

ド
ラ

イ
ヤ

ー
を

当
て

、
収

縮
さ

せ
て

閉
じ

る
作

業
・
部

品
の

機
械

加
工

危
険

性
/

有
害

性

ド
ラ

イ
ヤ

ー
を

当
て

る
作

業
は

、
そ

れ
ほ

ど
危

険
と

は
認

識
さ

れ
て

い
な

い
。

8
-

-
-

-

・
軍

手
、

安
全

靴
の

着
用

・
地

元
の

一
般

健
康

診
断

を
受

診
し

て
い

る
。

月
に

2
回

、
地

元
の

公
民

館
に

永
原

診
療

所
か

ら
医

師
が

来
る

の
で

、
診

察
を

受
け

て
い

る
。

無
無

有
肩

が
凝

る
。

5
5

女
性

6
4

内
職

燃
料

噴
射

ノ
ズ

ル
部

品
の

機
械

加
工

（
タ

レ
ッ

ト
旋

盤
に

よ
る

切
削

、
バ

フ
研

磨
機

に
よ

る
研

磨
等

）

危
険

性
/

有
害

性
作

業
の

危
険

性
は

、
認

識
し

て
い

る
と

思
わ

れ
る

。
8

-
-

○
-

・
ゴ

ム
手

袋
、

赤
外

線
用

遮
光

眼
鏡

、
安

全
靴

の
着

用
・
地

元
の

一
般

健
康

診
断

を
受

診
し

て
い

る
。

月
に

2
回

、
地

元
の

公
民

館
に

永
原

診
療

所
か

ら
医

師
が

来
る

の
で

、
診

察
を

受
け

て
い

る
。

無
無

有
足

腰
に

疲
れ

が
出

て
い

る
。

5
6

男
性

6
7

内
職

・
燃

料
噴

射
ノ

ズ
ル

部
品

の
機

械
加

工
（
タ

レ
ッ

ト
旋

盤
に

よ
る

切
削

、
バ

フ
研

磨
機

に
よ

る
研

磨
等

）
・
同

部
品

の
焼

入
れ

作
業

危
険

性
/

有
害

性
同

上
8

-
-

○
-

同
上

無
無

有
足

腰
に

疲
れ

が
出

て
い

る
。

5
7

女
性

7
5

内
職

タ
レ

ッ
ト

旋
盤

を
用

い
た

燃
料

噴
射

ノ
ズ

ル
部

品
の

切
削

加
工

危
険

性
作

業
の

危
険

性
は

、
認

識
し

て
い

る
と

思
わ

れ
る

。
8

-
-

○
-

・
ゴ

ム
手

袋
の

着
用

・
作

業
者

に
応

じ
高

さ
調

節
さ

れ
た

、
パ

ン
チ

ン
グ

加
工

を
施

さ
れ

た
金

属
製

の
作

業
台

に
乗

っ
て

作
業

・
地

元
の

一
般

健
康

診
断

を
受

診
し

て
い

る
。

月
に

2
回

、
地

元
の

公
民

館
に

永
原

診
療

所
か

ら
医

師
が

来
る

の
で

、
診

察
を

受
け

て
い

る
。

無
無

有
腰

痛
が

あ
る

。

滋 賀 県
金

属
製

品
製

造
業

危
険

性
/
有

害
性

N
o
.

都 府 県
業

種
性

別
年

齢
労

災
保

険
特

別
加

入
の

有
無

健
康

上
の

悩
み

・
問

題
点

危
険

有
害

性
の

認
識

家
内

労
働

法
の

遵
守

状
況

（
安

全
衛

生
関

係
）

左
記

以
外

で
実

施
し

て
い

る
安

全
衛

生
対

策

過
去

の
ヒ

ヤ
リ

ハ
ッ

ト
・
災

害
事

例
の

有
無

今
後

の
安

全
衛

生
対

策
の

有
無

専
業

的
/

内
職

的

元 専 業

従
事

し
て

い
る

危
険

有
害

業
務

の
種

類

地 域 近 畿
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【別添２】家内労働者に対するヒアリング調査 まとめ表（その５） 

1
日

の
労

働
時

間
交

付
書

面
の

掲
示

容
器

使
用

・
表

示
保

護
具

の
使

用
危

険
物

の
取

扱
い

5
8

男
性

6
7

内
職

動
力

織
機

を
用

い
た

帯
の

機
織

り
作

業
（
主

に
検

反
、

紋
紙

準
備

、
管

巻
き

等
）

危
険

性
/

有
害

性
織

機
作

業
の

危
険

有
害

性
を

認
識

し
て

い
る

。
1
1

-
-

○
-

・
機

械
へ

の
防

護
措

置
（
努

力
義

務
）

・
織

機
の

簡
単

な
調

整
、

修
理

・
町

の
一

般
健

康
診

断
を

年
1
回

受
診

有
無

無
骨

盤
が

歪
ん

で
い

る
。

5
9

女
性

6
5

内
職

動
力

織
機

を
用

い
た

帯
の

機
織

り
作

業
危

険
性

/
有

害
性

同
上

1
1

-
-

×
-

同
上

有
無

無
な

し

6
0

女
性

8
8

内
職

動
力

織
機

を
用

い
た

帯
の

機
織

り
作

業
危

険
性

/
有

害
性

同
上

1
1

-
-

×
-

同
上

有
無

無
な

し

6
1

女
性

7
5

内
職

動
力

織
機

を
用

い
た

ち
り

め
ん

の
機

織
り

作
業

危
険

性
/

有
害

性
織

機
作

業
の

危
険

有
害

性
を

認
識

し
て

い
る

。
1
0

-
-

×
-

・
機

械
へ

の
防

護
措

置
（
努

力
義

務
）

・
一

般
健

康
診

断
を

毎
年

受
診

有
無

無
・
難

聴
が

あ
る

・
腰

痛
が

少
し

あ
る

。

6
2

男
性

7
0

内
職

同
上

危
険

性
/

有
害

性
同

上
1
0

-
-

×
-

・
機

械
へ

の
防

護
措

置
（
努

力
義

務
）

・
織

機
の

調
整

、
修

理
・
一

般
健

康
診

断
を

毎
年

受
診

有
無

無
・
難

聴
が

あ
る

・
腰

痛
が

少
し

あ
る

。

6
3

男
性

7
0

内
職

*
動

力
織

機
を

用
い

た
機

織
り

作
業

危
険

性
/

有
害

性
織

機
作

業
の

危
険

有
害

性
を

認
識

し
て

い
る

。
1
0

-
-

×
-

・
織

機
の

調
整

、
修

理
（
含

む
溶

接
作

業
）

・
市

の
一

般
健

康
診

断
を

年
1
回

受
診

し
て

い
る

。
・
糸

ほ
こ

り
が

発
生

す
る

た
め

、
換

気
を

行
っ

て
い

る
。

・
作

業
場

に
消

火
器

を
設

置
し

て
い

る
。

有
無

無
・
尋

常
性

白
斑

を
患

っ
て

い
る

。
・
腰

痛
が

あ
る

。

6
4

女
性

6
5

内
職

同
上

危
険

性
/

有
害

性
同

上
1
0

-
-

×
-

同
上

有
無

無
腰

痛
が

あ
る

。

6
5

女
性

5
2

内
職

動
力

織
機

を
用

い
た

機
織

り
作

業
危

険
性

/
有

害
性

織
機

作
業

の
危

険
有

害
性

を
あ

る
程

度
認

識
し

て
い

る
。

9
-

-
×

-
市

の
一

般
健

康
診

断
を

年
1
回

受
診

し
て

い
る

。
無

無
無

・
織

機
作

業
に

従
事

す
る

前
か

ら
、

片
方

の
耳

に
少

し
難

聴
が

あ
る

。
・
腰

痛
が

あ
る

。

6
6

女
性

6
5

内
職

動
力

織
機

を
用

い
た

機
織

り
作

業
危

険
性

/
有

害
性

織
機

作
業

の
危

険
有

害
性

を
あ

る
程

度
認

識
し

て
い

る
。

9
-

-
×

-
市

の
一

般
健

康
診

断
を

年
1
回

受
診

し
て

い
る

。
無

無
無

腰
痛

が
あ

る
。

6
7

男
性

6
7

内
職

*
動

力
織

機
を

用
い

た
帯

の
機

織
り

作
業

危
険

性
/

有
害

性
織

機
作

業
の

危
険

有
害

性
を

認
識

し
て

い
る

。
1
1

-
-

×
-

・
機

械
へ

の
防

護
措

置
（
努

力
義

務
）

・
織

機
の

調
整

、
修

理
（
溶

接
は

、
鉄

工
所

に
依

頼
）

・
市

の
一

般
健

康
診

断
を

年
1
回

受
診

有
無

無
目

に
黄

斑
変

性
症

が
あ

り
、

通
院

し
て

い
る

。

6
8

女
性

6
7

内
職

同
上

危
険

性
/

有
害

性
同

上
1
1

-
-

×
-

同
上

有
無

無
冷

え
が

あ
る

。

6
9

女
性

7
5

内
職

*
動

力
織

機
を

用
い

た
ち

り
め

ん
の

機
織

り
作

業
危

険
性

/
有

害
性

織
機

作
業

の
危

険
有

害
性

を
認

識
し

て
い

る
。

8
.5

-
-

×
-

・
機

械
へ

の
防

護
措

置
（
努

力
義

務
）

・
機

直
し

の
業

者
に

織
機

の
調

整
、

修
理

等
を

依
頼

・
3
か

月
に

1
回

、
町

の
病

院
で

診
察

を
受

け
て

い
る

（
来

年
2
月

に
人

間
ド

ッ
ク

を
受

け
る

予
定

）

無
無

無
・
左

耳
が

聞
こ

え
づ

ら
い

。
・
膝

が
痛

い
。

7
0

男
性

-
そ

の
他

同
上

危
険

性
/

有
害

性
同

上
1
.5

-
-

×
-

・
機

械
へ

の
防

護
措

置
（
努

力
義

務
）

・
機

直
し

の
業

者
に

織
機

の
調

整
、

修
理

等
を

依
頼

無
無

無
な

し

7
1

男
性

6
7

内
職

*
動

力
織

機
を

用
い

た
帯

の
機

織
り

作
業

危
険

性
/

有
害

性
織

機
作

業
の

危
険

有
害

性
を

認
識

し
て

い
る

。
1
1

-
-

×
-

・
機

械
へ

の
防

護
措

置
（
努

力
義

務
）

・
回

転
部

へ
の

挟
ま

れ
・
巻

き
込

ま
れ

は
一

番
気

を
付

け
て

い
る

。
触

る
と

き
は

、
機

械
を

止
め

て
行

う
。

・
織

機
の

調
整

、
修

理
・
市

の
一

般
健

康
診

断
を

毎
年

受
診 ・
高

さ
調

節
の

た
め

、
木

製
の

台
を

設
置

有
無

無
腰

痛
が

あ
る

。

7
2

女
性

6
2

内
職

同
上

危
険

性
/

有
害

性
同

上
1
1

-
-

×
-

同
上

有
無

無
な

し

7
3

男
性

6
1

専
業

動
力

織
機

（
紋

織
機

）
を

用
い

た
機

織
り

作
業

危
険

性
/

有
害

性
織

機
作

業
の

危
険

有
害

性
を

認
識

し
て

い
る

。
6
.5

-
-

×
-

・
一

般
健

康
診

断
を

年
1
回

受
診

し
て

い
る

。
・
綿

埃
が

発
生

す
る

た
め

、
換

気
を

行
っ

て
い

る
。

有
無

無
織

機
の

右
側

に
あ

る
レ

バ
ー

ば
か

り
使

う
た

め
、

肩
が

痛
く
な

る
。

地 域 近 畿

過
去

の
ヒ

ヤ
リ

ハ
ッ

ト
・
災

害
事

例
の

有
無

今
後

の
安

全
衛

生
対

策
の

有
無

労
災

保
険

特
別

加
入

の
有

無
健

康
上

の
悩

み
・
問

題
点

N
o
.

都 府 県
業

種
性

別
年

齢
専

業
的

/
内

職
的

元 専 業

従
事

し
て

い
る

危
険

有
害

業
務

の
種

類
危

険
性

/
有

害
性

危
険

有
害

性
の

認
識

家
内

労
働

法
の

遵
守

状
況

（
安

全
衛

生
関

係
）

左
記

以
外

で
実

施
し

て
い

る
安

全
衛

生
対

策

繊
維

工
業

京 都 府
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【別添２】家内労働者に対するヒアリング調査 まとめ表（その６） 

1
日

の
労

働
時

間
交

付
書

面
の

掲
示

容
器

使
用

・
表

示
保

護
具

の
使

用
危

険
物

の
取

扱
い

7
4

男
性

7
7

内
職

*
工

業
用

の
動

力
ミ

シ
ン

を
用

い
た

鞄
の

縫
製

作
業

危
険

性
ミ

シ
ン

に
は

危
険

防
止

用
の

カ
バ

ー
も

つ
い

て
お

り
、

危
険

な
作

業
と

は
考

え
て

い
な

い
。

8
-

-
-

-
市

の
定

期
健

康
診

断
を

受
け

て
い

る
。

有
無

無
な

し

7
5

女
性

7
0

内
職

工
業

用
の

動
力

ミ
シ

ン
を

用
い

た
鞄

の
縫

製
作

業
（
主

に
糸

の
端

末
処

理
作

業
を

実
施

）
危

険
性

同
上

8
-

-
-

-
同

上
有

無
無

な
し

7
6

男
性

6
1

専
業

工
業

用
の

動
力

ミ
シ

ン
を

用
い

た
鞄

の
縫

製
作

業
（
主

に
生

地
や

糸
等

の
材

料
調

達
を

実
施

）
危

険
性

特
に

危
険

な
作

業
と

は
考

え
て

い
な

い
。

9
-

-
-

-

・
縫

製
作

業
時

、
生

地
や

糸
を

押
さ

え
る

た
め

、
目

打
ち

を
使

用
・
長

時
間

の
座

り
作

業
で

あ
る

の
で

、
午

前
中

は
1
0
時

半
、

午
後

は
1
5
時

半
に

体
操

を
実

施
・
手

袋
着

用
（
手

の
擦

り
傷

防
止

の
た

め
）

・
市

の
定

期
健

康
診

断
を

受
診

有
無

無
な

し

7
7

女
性

5
8

内
職

工
業

用
の

動
力

ミ
シ

ン
を

用
い

た
鞄

の
縫

製
作

業
危

険
性

同
上

9
-

-
-

-
同

上
有

無
無

な
し

7
8

男
性

2
0
歳

代
そ

の
他

工
業

用
の

動
力

ミ
シ

ン
を

用
い

た
鞄

の
縫

製
作

業
危

険
性

同
上

9
-

-
-

-
同

上
有

無
無

な
し

7
9

男
性

6
4

専
業

裁
断

機
を

使
用

し
て

生
地

か
ら

鞄
等

の
部

品
を

切
り

取
る

作
業

危
険

性
危

険
性

を
認

識
し

て
い

る
。

8
-

-
-

-
市

の
定

期
健

康
診

断
を

受
け

て
い

る
。

有
無

無
な

し

8
0

男
性

5
9

専
業

有
機

溶
剤

を
使

用
し

て
生

地
へ

の
印

刷
を

行
う

作
業

危
険

性
/

有
害

性
特

に
危

険
な

作
業

と
は

考
え

て
い

な
い

。
8
.7

5
-

○
×

○

・
全

体
換

気
装

置
（
換

気
扇

）
の

設
置

（
努

力
義

務
）

・
夏

は
換

気
扇

は
も

ち
ろ

ん
、

窓
を

開
け

て
作

業
し

て
い

る
。

・
市

の
一

般
健

康
診

断
を

毎
年

受
診

し
て

い
る

。

無
無

無
な

し

か
ば

ん
製

造
業

兵 庫 県

N
o
.

都 府 県
業

種
性

別
年

齢

近 畿

労
災

保
険

特
別

加
入

の
有

無
健

康
上

の
悩

み
・
問

題
点

地 域
危

険
有

害
性

の
認

識
家

内
労

働
法

の
遵

守
状

況
（
安

全
衛

生
関

係
）

左
記

以
外

で
実

施
し

て
い

る
安

全
衛

生
対

策

過
去

の
ヒ

ヤ
リ

ハ
ッ

ト
・
災

害
事

例
の

有
無

今
後

の
安

全
衛

生
対

策
の

有
無

専
業

的
/

内
職

的

元 専 業

従
事

し
て

い
る

危
険

有
害

業
務

の
種

類
危

険
性

/
有

害
性


